
(57)【要約】

クレビスを有する末端効果器と、開放位置と、閉止位置

との間に相互に回転し得る第１ジョーと、第２ジョーと

を外科機器は有する。これ等のジョーは基端の方に、即

ち操作者の方に指向していて、この機器の制御軸の縦軸

線に対し側方に移動する。これ等のジョーはそれぞれフ

ァスナーの第１部片、及び第２部片を保持する。第１部

片は直立する組織挿通主柱を有するベースを有し、第２

部片は組織挿通主柱を収容する孔を画成する他のベース

を有すると共に、この第２ベースに対し相対的に、移動

し得る部分を有する。直立する主柱を孔に挿入した時、

移動し得る部分はファスナーの部片を合体してロックす

る第２形態に移動することができる。この機器は第２部

片を第２形態に動かすようになっている。この装置を使

用する方法、及びファスナーも提供されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 基 端 、 及 び 末 端 を 有 し 、 縦 軸 線 を 画 成 す る 管 状 制 御 軸 と 、
　 ｂ ） 前 記 制 御 軸 に 貫 通 し 、 基 端 、 及 び 末 端 を 有 す る 第 １ 制 御 素 子 と 、
　 ｃ ） 固 定 部 と 、 こ の 固 定 部 に 対 し 、 相 対 的 に 移 動 し 得 る 第 １ 可 動 部 と を 有 す る 基 端 ハ ン
ド ル で あ っ て 、 前 記 固 定 部 と 前 記 第 １ 可 動 部 と の う ち の 一 方 を 前 記 制 御 軸 の 前 記 基 端 に 結
合 し 、 前 記 固 定 部 と 前 記 第 １ 可 動 部 と の う ち の 他 方 を 前 記 第 １ 制 御 素 子 の 前 記 基 端 に 結 合
し 、 前 記 ハ ン ド ル を 作 動 さ せ て 、 前 記 第 １ 可 動 部 を 前 記 固 定 部 に 対 し 、 相 対 的 に 動 か し 、
こ れ に よ り 、 前 記 制 御 軸 と 前 記 第 １ 制 御 素 子 と を 相 互 に 相 対 的 に 縦 方 向 に 動 か す よ う に す
る 基 端 ハ ン ド ル と 、
　 ｄ ） ク レ ビ ス と 、 開 放 位 置 と 閉 止 位 置 と の 間 に 前 記 ク レ ビ ス 上 に 相 互 に 回 転 し 得 る 第 １
ジ ョ ー と 、 第 ２ ジ ョ ー と を 有 し 、 前 記 制 御 軸 の 前 記 末 端 と 、 前 記 第 １ 制 御 素 子 の 末 端 と に
結 合 さ れ た 末 端 効 果 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 有 す る 終 端 が 前
記 制 御 軸 の 前 記 末 端 か ら 、 前 記 基 端 に 指 向 す る よ う 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ
ー を 指 向 さ せ る と 共 に 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 前 記 制 御 軸 の 前 記 縦 軸 線
に 対 し 、 側 方 に 移 動 さ せ る 末 端 効 果 器 と を 具 え 、
　 前 記 ハ ン ド ル を 作 動 さ せ て 、 前 記 開 放 位 置 と 、 前 記 閉 止 位 置 と の 間 に 前 記 第 １ ジ ョ ー 、
及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 前 記 基 端 に 指 向 す る 方 向 に 固 着 す る 請 求 項 １ に
よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 軸 、 及 び 前 記 第 １ 制 御 素 子 が 可 撓 性 で あ る 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ｅ ） 第 １ 部 片 と 第 ２ 部 片 と を 具 え る ２ 部 片 か ら 成 る フ ァ ス ナ ー を 更 に 具 え 、 前 記 第 １ 部
片 を 前 記 第 １ ジ ョ ー に 結 合 し 、 前 記 第 ２ 部 片 を 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 結 合 し 、 前 記 第 １ 部 片 、
及 び 前 記 第 ２ 部 片 を 互 い に ロ ッ ク す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 は 少 な く と も １ 個 の 組 織 挿 通 主 柱 を 有 し 、 前 記 第 ２ ジ ョ
ー は 組 織 挿 通 主 柱 を 有 す る 請 求 項 ４ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ｆ ） 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 、 及 び 前 記 第 ２ 部 片 を 互 い に ロ ッ ク す る 手 段 と 、
　 ｇ ） 前 記 ロ ッ ク さ れ た フ ァ ス ナ ー を 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー か ら 釈 放 す る
手 段 と を 更 に 具 え る 請 求 項 ４ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ｆ ） 基 端 、 及 び 末 端 を 有 す る 第 ２ 制 御 素 子 を 更 に 具 え 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル は 前 記 固 定 部 材 に 対 し 、 相 対 的 に 移 動 し 得 る 第 ２ 可 動 部 を 有 し 、 前 記
第 ２ 制 御 素 子 の 前 記 基 端 を 前 記 第 ２ 可 動 部 材 に 結 合 し 、 前 記 第 ２ 制 御 素 子 の 前 記 末 端 を 前
記 末 端 効 果 器 ま で 延 在 さ せ た 請 求 項 ４ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 制 御 素 子 と 前 記 制 御 軸 と の 第 １ 方 向 へ の 相 対 運 動 が 前 記 ジ ョ ー を 閉 止 位 置 に 動
か す よ う に 作 用 し 、
　 前 記 ２ 部 片 か ら 成 る フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 、 及 び 前 記 第 ２ 部 片 の 形 態 を 相 互 に 相 対
的 に 変 化 さ せ て 、 前 記 第 １ 部 片 、 及 び 前 記 第 ２ 部 片 が 相 互 に ロ ッ ク す る よ う に 、 前 記 第 ２
制 御 素 子 と 前 記 制 御 軸 と の 第 ２ 方 向 へ の 相 対 運 動 が 作 用 す る 請 求 項 ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 制 御 素 子 と 前 記 制 御 軸 と の 第 ２ 方 向 へ の 相 対 運 動 が 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １
部 片 、 及 び 前 記 第 ２ 部 片 を 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー か ら 分 離 さ せ る よ う に 構
成 し た 請 求 項 ８ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 前 記 第 ２ 方 向 が 前 記 第 １ 方 向 の 反 対 方 向 で あ る 請 求 項 ８ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー は そ れ ぞ れ 第 １ タ ン グ 、 及 び 第 ２ タ ン グ を 有 し 、
　 第 １ 側 部 、 及 び 第 ２ 側 部 を 有 す る 第 １ ベ ル ク ラ ン ク と 、 少 な く と も １ 個 の 第 ２ 制 御 素 子
と を 有 す る 機 械 組 立 体 を 前 記 末 端 効 果 器 に 設 け 、
　 前 記 第 １ 側 部 を 前 記 第 １ 制 御 素 子 の 前 記 末 端 に 結 合 し 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 第 ２ 制 御
素 子 を 前 記 第 ２ 側 部 と 前 記 第 １ タ ン グ 、 及 び 前 記 第 ２ タ ン グ と の 間 に 延 在 さ せ 、
前 記 第 １ 制 御 素 子 と 前 記 軸 と の 相 対 運 動 に よ り 、 前 記 第 １ 制 御 素 子 が 前 記 第 １ ベ ル ク ラ ン
ク に 第 １ 方 向 の 力 を 加 え 、 こ の 作 用 に よ り 、 前 記 第 １ ベ ル ク ラ ン ク を 回 転 さ せ る と 共 に 、
前 記 ジ ョ ー を 回 転 さ せ る よ う に 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 第 ２ 制 御 素 子 に 、 反 対 方 向 の 第 ２
方 向 の 力 を 加 え る 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ｅ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ 、 内 視 鏡 の 一 部 上 に 位 置 す る 寸 法 に し た ス リ ー ブ を 更 に
具 え る 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ス リ ー ブ を 内 視 鏡 の 末 端 上 に 摺 動 し て 位 置 す る 寸 法 に し た 請 求 項 １ ２ に よ る 外 科 用
機 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ｅ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 一 体 で あ っ て 、 案 内 ワ イ ヤ の た め の 縦 通 路 を 画 成 す る ノ ー ズ ピ ー
ス を 更 に 具 え る 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ｅ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ 、 内 視 鏡 の 作 用 チ ャ ネ ル に 前 記 末 端 効 果 器 を 結 合 す る よ
う に 構 成 し た コ ネ ク タ を 更 に 具 え る 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 制 御 軸 は 平 坦 な ワ イ ヤ を 巻 い た コ イ ル を 具 え る 請 求 項 １ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 相 互 に ロ ッ ク し 得 る 第 １ 部 片 と 、 第 ２ 部 片 と を 有 す る フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、 前 記 第 ２ 部
片 の 開 口 に 入 る よ う に し た 構 造 を 前 記 第 １ 部 片 が 有 し て い る 前 記 フ ァ ス ナ ー を 組 織 に 加 え
る の に 使 用 す る 外 科 用 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 基 端 と 末 端 と を 有 す る 管 状 制 御 軸 と 、
　 ｂ ） 前 記 制 御 軸 に 貫 通 し て 延 び 、 基 端 、 及 び 末 端 を 有 す る 第 １ 制 御 素 子 と 、
　 ｃ ） 前 記 制 御 軸 に 貫 通 し 、 基 端 、 及 び 末 端 を 有 す る 第 ２ 制 御 素 子 と 、
　 ｄ ） 固 定 部 と 、 こ の 固 定 部 に 対 し 、 相 対 的 に 移 動 し 得 る 第 １ 可 動 部 、 及 び 第 ２ 可 動 部 と
を 有 す る 基 端 ハ ン ド ル で あ っ て 、 前 記 固 定 部 と 前 記 第 １ 可 動 部 と の う ち の 一 方 を 前 記 制 御
軸 の 前 記 基 端 に 結 合 し 、 前 記 固 定 部 と 前 記 第 １ 可 動 部 と の う ち の 他 方 を 前 記 第 １ 制 御 素 子
の 前 記 基 端 に 結 合 し 、 前 記 第 ２ 可 動 部 を 前 記 第 ２ 制 御 素 子 の 前 記 基 端 に 結 合 し て い る 基 端
ハ ン ド ル と 、
　 ｅ ） 前 記 制 御 軸 の 前 記 末 端 と 前 記 第 １ 制 御 素 子 の 末 端 と 前 記 第 ２ 制 御 素 子 の 末 端 と に 結
合 さ れ た 末 端 効 果 器 で あ っ て 、 ク レ ビ ス と 、 開 放 位 置 と 閉 止 位 置 と の 間 に 前 記 ク レ ビ ス 上
で 相 互 に 回 転 し 得 る 第 １ ジ ョ ー と 、 第 ２ ジ ョ ー と を 有 し 、 前 記 第 １ ジ ョ ー を 前 記 フ ァ ス ナ
ー の 前 記 第 １ 部 片 に 結 合 し 得 る よ う に す る と 共 に 、 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前
記 第 ２ 部 片 に 結 合 し 得 る よ う に し た 末 端 効 果 器 と を 具 た 外 科 用 機 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 を 前 記 固 定 部 に 対 し 、 相 対 的 に 動 か す 前 記 ハ ン ド ル の 第 １ 作 動 に よ っ て
、 前 記 開 放 位 置 と 前 記 閉 止 位 置 と の 間 に 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 回 転 さ せ
、
　 前 記 第 １ ジ ョ ー と 、 前 記 第 ２ ジ ョ ー と が 前 記 閉 止 位 置 に あ る 時 、 前 記 第 ２ 可 動 部 を 前 記
固 定 部 に 対 し 、 相 対 的 に 動 か す 前 記 ハ ン ド ル の 第 ２ 作 動 に よ り 、 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第
１ 部 片 と 前 記 第 ２ 部 片 と を 相 互 に ロ ッ ク す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ 作 動 に よ っ て 、 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 、 及 び 前 記 第 ２ 部 片 を 前 記 第 １
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ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー か ら 分 離 す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 制 御 軸 は 縦 軸 線 を 画 成 し て お り 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー は 基 端 に 指
向 し 、 前 記 制 御 軸 の 前 記 縦 軸 線 に 対 し 、 相 対 的 に 側 方 に 移 動 す る 請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用
機 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー は そ れ ぞ れ 第 １ タ ン グ 、 及 び 第 ２ タ ン グ を 有 し 、
　 第 １ 側 部 、 及 び 第 ２ 側 部 を 有 す る ベ ル ク ラ ン ク と 、 少 な く と も １ 個 の 第 ３ 制 御 素 子 と を
有 す る 機 械 組 立 体 を 前 記 末 端 効 果 器 に 設 け 、
　 前 記 第 １ 側 部 を 前 記 第 １ 制 御 素 子 の 前 記 末 端 に 結 合 し 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 第 ３ 制 御
素 子 を 前 記 第 ２ 側 部 と 前 記 第 １ タ ン グ 、 及 び 第 ２ タ ン グ と の 間 に 延 在 さ せ 、
　 前 記 第 １ 制 御 素 子 と 前 記 軸 と の 相 対 運 動 に よ り 、 前 記 第 １ 制 御 素 子 が 前 記 第 １ ベ ル ク ラ
ン ク に 、 第 １ 方 向 の 力 を 加 え 、 こ の 作 用 に よ り 、 前 記 第 １ ベ ル ク ラ ン ク を 回 転 さ せ る と 共
に 、 前 記 ジ ョ ー を 回 転 さ せ る よ う に 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 第 ３ 制 御 素 子 に 反 対 方 向 の 第
２ 方 向 の 力 を 加 え る 請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 対 し そ れ ぞ れ 相 対 的 に 移 動 し 得 る 第 １ 釈 放 素 子
、 及 び 第 ２ 釈 放 素 子 を 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に そ れ ぞ れ 設 け 、
　 前 記 第 ２ 制 御 素 子 の 前 記 末 端 に 結 合 さ れ た 第 １ 側 部 と 、 前 記 第 １ 釈 放 素 子 、 及 び 前 記 第
２ 釈 放 素 子 か ら 分 離 さ れ た 第 ２ 側 部 と を 有 す る ベ ル ク ラ ン ク を 設 け た ハ ウ ジ ン グ を 前 記 末
端 効 果 器 に 設 け 、
　 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 前 記 閉 止 位 置 に あ り 、 第 ２ 制 御 素 子 が 前 記 制 御
軸 に 対 し 相 対 的 に 末 端 側 に 移 動 す る 時 、 前 記 ベ ル ク ラ ン ク の 前 記 第 ２ 側 部 が 前 記 第 １ 釈 放
素 子 、 及 び 前 記 第 ２ 釈 放 素 子 に 接 触 し て 、 こ の 第 １ 釈 放 素 子 、 及 び 第 ２ 釈 放 素 子 を 動 か す
請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ｆ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ 、 内 視 鏡 上 に 位 置 す る 寸 法 に し た ス リ ー ブ を 更 に 具 え る
請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 内 視 鏡 の 末 端 上 に 摺 動 し て 受 け 入 れ ら れ る 寸 法 に 前 記 ス リ ー ブ を 構 成 し た 請 求 項 ２
２ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 ｆ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 一 体 で あ っ て 、 案 内 ワ イ ヤ の た め の 縦 通 路 を 画 成 す る ノ ー ズ ピ ー
ス を 更 に 具 え る 請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 ｆ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ 、 内 視 鏡 の 作 用 チ ャ ネ ル に 前 記 末 端 効 果 器 を 結 合 す る よ
う に し た コ ネ ク タ を 更 に 具 え る 請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 ｆ ） 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 を 前 記 第 １ ジ ョ ー に 結 合 し 、 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記
第 ２ 部 片 を 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 結 合 し 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 前 記 閉 止 位
置 に あ る 時 、 前 記 第 １ 部 片 上 の 前 記 構 造 が 前 記 第 ２ 部 片 の 前 記 開 口 に 入 る よ う に 、 前 記 フ
ァ ス ナ ー を 構 成 し た 請 求 項 １ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 互 い に ロ ッ ク し 得 る 第 １ 部 片 と 、 第 ２ 部 片 と を 有 す る フ ァ ス ナ ー を 組 織 に 加 え る の に 使
用 す る 外 科 用 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 少 な く と も 一 方 が 他 方 に 対 し て 、 相 対 的 に 移 動 し 得 る 第 １ ジ ョ ー と 、 第 ２ ジ ョ ー と
を 有 し 、 前 記 第 １ ジ ョ ー を 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 に 結 合 し 得 る よ う に す る と 共 に
、 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 ２ 部 片 に 結 合 し 得 る よ う に し た 末 端 効 果 器 と
、
　 ｂ ） 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 互 い に 相 対 的 に 動 か す 第 １ 手 段 と 、
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　 ｃ ） 前 記 フ ァ ス ナ ー の 前 記 第 １ 部 片 、 及 び 前 記 第 ２ 部 片 を 相 互 に 相 対 的 に 形 態 を 変 化 さ
せ る 第 ２ 手 段 と を 具 え 、
　 前 記 第 １ 手 段 、 及 び 第 ２ 手 段 は 互 い に 明 確 に 区 別 で き る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 外
科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 ａ ） 少 な く と も 一 方 が 他 方 に 対 し て 、 相 対 的 に 移 動 で き る 第 １ ジ ョ ー と 、 第 ２ ジ ョ ー と
を 有 し 、 第 １ 横 断 面 積 を 画 成 し て い る 末 端 効 果 器 と 、
　 ｂ ） 基 端 ハ ン ド ル と 、
　 ｃ ） 前 記 末 端 効 果 器 と 、 前 記 基 端 ハ ン ド ル と の 間 に 延 在 し 、 第 ２ 横 断 面 積 を 画 成 し て い
る 機 器 の 外 径 を 前 記 末 端 効 果 器 と 前 記 基 端 ハ ン ド ル と の 間 に 画 成 す る 細 長 い 可 撓 性 管 状 部
材 と を 具 え 、
　 前 記 第 ２ 横 断 面 積 が 前 記 第 １ 横 断 面 積 よ り 少 な く と も １ ０ ％ 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 外
科 用 機 器 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 ２ 横 断 面 積 が 前 記 第 １ 横 断 面 積 の 半 分 よ り 小 さ い 請 求 項 ２ ８ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 ２ 横 断 面 積 が 前 記 第 １ 横 断 面 積 の １ ０ 分 の １ よ り 小 さ い 請 求 項 ２ ８ に よ る 外 科 用
機 器 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 相 互 に 結 合 可 能 な 第 １ 部 片 と 第 ２ 部 片 と を 有 す る 組 織 フ ァ ス ナ ー と 共 に 使 用 す る 前 記 外
科 用 機 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー を 前 記 第 １ 部 片 、 及 び 前 記 第 ２
部 片 に そ れ ぞ れ 結 合 し 得 る よ う に 構 成 し 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に よ っ て
、 前 記 第 １ 部 片 と 前 記 第 ２ 部 片 と の 間 に あ る 組 織 に ク ラ ン プ 力 を 加 え る よ う 構 成 し た 請 求
項 ２ ８ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 管 状 部 材 は 縦 軸 線 を 画 成 し て お り 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー は 基 端 に
指 向 し 、 前 記 縦 軸 線 に 対 し 、 側 方 に 移 動 す る 請 求 項 ２ ８ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 ａ ） 基 端 と 、 末 端 と を 有 す る 管 状 部 材 と 、
　 ｂ ） 基 端 、 及 び 末 端 を 有 し 、 前 記 管 状 部 材 に 貫 通 し 、 前 記 管 状 部 材 に 対 し 、 相 対 的 に 縦
方 向 に 移 動 し 得 る 制 御 素 子 と 、
　 ｃ ） 前 記 管 状 部 材 の 前 記 末 端 と 、 前 記 制 御 素 子 の 前 記 末 端 と に 結 合 さ れ 、 タ ン グ を 設 け
た 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 第 ２ ジ ョ ー を 有 す る 末 端 効 果 器 で あ っ て 、 前 記 ジ ョ ー の 少 な く と も 一
方 が 開 放 位 置 と 、 閉 止 位 置 と の 間 に 、 他 方 に 対 し 相 対 的 に 移 動 す る こ と が で き 、 前 記 タ ン
グ が 第 １ 方 向 に 力 を 受 け た 時 、 前 記 ジ ョ ー を 閉 止 位 置 に 押 圧 す る 末 端 効 果 器 と 、
　 ｄ ） 前 記 第 １ 方 向 の 反 対 方 向 の 第 ２ 方 向 に 、 前 記 管 状 部 材 に 対 し 相 対 的 に 前 記 制 御 素 子
が 移 動 す る 時 、 前 記 タ ン グ に 前 記 第 １ 方 向 の 力 を 加 え る 手 段 と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る
外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 管 状 部 材 、 及 び 前 記 制 御 素 子 が 可 撓 性 で あ る 請 求 項 ３ ３ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 管 状 部 材 は 縦 軸 線 を 画 成 し て お り 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー は 基 端 に
指 向 し て お り 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 縦 軸 線 に 対 し 、 相 対 的 に 側 方 に 移 動 す る 請 求 項 ３ ３ に
よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 ａ ） 基 端 と 、 末 端 と を 有 し 、 縦 軸 線 を 画 成 す る 可 撓 性 管 状 制 御 軸 と 、
　 ｂ ） 前 記 制 御 軸 の 前 記 末 端 に 結 合 さ れ る 末 端 効 果 器 で あ っ て 、 基 端 に 指 向 し 、 前 記 縦 軸
線 に 対 し 、 相 対 的 に 側 方 に 移 動 し 、 端 部 を 有 す る 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 第 ２ ジ ョ ー を 有 す る 末
端 効 果 器 と 、
　 ｃ ） 前 記 末 端 効 果 器 に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ 、 前 記 制 御 軸 の 前 記 末 端 に 固 着 さ れ た 軸 装 着
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部 と 、
　 ｄ ） 基 端 と 、 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ た 末 端 と を 有 し 、 前 記 制 御 軸 に 貫 通 す る 制 御 素
子 と 、
　 ｅ ） 前 記 軸 の 前 記 基 端 に 対 し 、 相 対 的 に 前 記 制 御 素 子 の 前 記 基 端 を 動 か す ハ ン ド ル 手 段
と を 具 え 、
　 前 記 制 御 素 子 を 前 記 制 御 軸 に 対 し 、 相 対 的 に 動 か し て 、 前 記 制 御 素 子 に 或 る 量 の 張 力 を
加 え た 時 、 前 記 末 端 効 果 器 は 前 記 軸 装 着 部 に 対 し 、 相 対 的 に 前 記 縦 軸 線 に 向 け 回 転 す る こ
と を 特 徴 と す る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 制 御 軸 と 、 前 記 制 御 素 子 と が 相 互 に 相 対 的 に 移 動 し て 、 或 る 量 の 張 力 を 前 記 制 御 素
子 に 加 え た 時 、 前 記 末 端 効 果 器 が 前 記 縦 軸 線 か ら 離 れ る よ う に 、 前 記 軸 装 着 部 に 対 し 、 相
対 的 に 回 転 す る 請 求 項 ３ ６ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 ａ ） 基 端 と 末 端 と を 有 し 、 少 な く と も １ ５ ０ ｃ ｍ の 長 さ を 有 す る 可 撓 性 管 状 制 御 軸 と 、
　 ｂ ） 前 記 制 御 軸 の 前 記 末 端 に 結 合 さ れ 、 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 第 ２ ジ ョ ー を 有 し 、 前 記 制 御
軸 よ り 直 径 が 実 質 的 に 一 層 大 き い 末 端 効 果 器 と 、
　 ｃ ） 基 端 と 、 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ た 末 端 と を 有 し 、 前 記 制 御 軸 に 貫 通 す る 制 御 素
子 と 、
　 ｄ ） 前 記 軸 の 前 記 基 端 に 対 し 、 相 対 的 に 前 記 制 御 素 子 の 前 記 基 端 を 動 か す ハ ン ド ル 手 段
で あ っ て 、 前 記 制 御 素 子 の 前 記 基 端 が 回 転 可 能 に 固 定 さ れ て い る ハ ン ド ル 手 段 と を 具 え 、
　 前 記 ハ ン ド ル 手 段 の 回 転 に よ っ て 、 前 記 外 科 用 機 器 の 全 長 に 沿 っ て 十 分 な ト ル ク を 生 じ
、 前 記 末 端 効 果 器 を 前 記 ハ ン ド ル 手 段 の 前 記 回 転 に 対 し 、 ほ ぼ １ ： １ の 比 で 回 転 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 制 御 素 子 は 直 径 が 約 0.508 ｍ ｍ （ 0.020 イ ン チ ） と 、 1.575 ｍ ｍ （ 0.062 イ ン チ ）
と の 間 の 直 径 を 有 す る 不 銹 鋼 の ワ イ ヤ で あ る 請 求 項 ３ ８ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 制 御 素 子 は 約 0.889 ｍ ｍ （ 0.035 イ ン チ ） の 直 径 を 有 す る 請 求 項 ３ ９ に よ る 外 科 用
機 器 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 末 端 効 果 器 組 立 体 の 前 記 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー は 基 端 に 向 く 方 向 に 固 着
さ れ て い る 請 求 項 ３ ７ に よ る 外 科 用 機 器 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 身 体 の 空 所 内 に 挿 入 さ れ た 時 、 基 端 に 指 向 し て い る 第 １ ジ ョ ー 、 及 び 第 ２ ジ ョ ー を 有 す
る 末 端 効 果 器 で あ っ て 、 前 記 ジ ョ ー の 少 な く と も 一 方 が 他 方 の 前 記 ジ ョ ー に 対 し 、 相 対 的
に 動 く こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ 、 最 大 の 横 断 面 直 径 を 画 成 し て い る 末 端 効 果 器 と 、
　 基 端 ハ ン ド ル と 、
　 前 記 末 端 効 果 器 と 前 記 ハ ン ド ル と の 間 に 延 在 し 、 前 記 末 端 効 果 器 の 前 記 最 大 の 横 断 面 直
径 よ り 少 な く と も １ ０ ％ 小 さ い 外 科 用 機 器 の 外 径 を 前 記 末 端 効 果 器 と 前 記 ハ ン ド ル と の 間
に 画 成 し て い る 細 長 い 可 撓 性 の そ り 返 ら な い 管 状 部 材 と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 外 科 用
機 器 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 基 端 と 、 末 端 と 、 少 な く と も ２ ５ ｃ ｍ の 長 さ と を 有 す る 可 撓 性 の 、 そ り 返 ら な い 管 状 制
御 軸 と 、
　 前 記 制 御 軸 の 前 記 末 端 に 結 合 さ れ 、 前 記 軸 の 前 記 基 端 に 向 け 指 向 す る 第 １ ジ ョ ー 、 及 び
第 ２ ジ ョ ー を 有 し 、 前 記 制 御 軸 よ り 直 径 が 一 層 大 き い 末 端 効 果 器 と 、
　 前 記 制 御 軸 に 貫 通 し 、 基 端 と 、 前 記 末 端 効 果 器 に 結 合 さ れ た 末 端 と を 有 す る 制 御 素 子 と
、
　 前 記 軸 の 前 記 基 端 に 対 し 、 相 対 的 に 前 記 制 御 素 子 の 前 記 基 端 を 動 か す ア ク チ ュ エ ー タ で
あ っ て 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ に 対 し 、 相 対 的 に 前 記 制 御 素 子 の 前 記 基 端 が 回 転 す る よ う に
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固 着 さ れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ と を 具 え 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ を 回 転 す る と 、 外 科 用 機 器 の 全 長 に 沿 っ て 、 十 分 な ト ル ク を 加 え 、
前 記 末 端 効 果 器 を 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 前 記 回 転 に 対 し 、 ほ ぼ １ ： １ の 比 で 回 転 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 外 科 用 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 外 科 用 フ ァ ス ナ ー 、 内 視 鏡 状 外 科 用 機 器 、 及 び そ の 使 用 方 法 に 関 す る も の で あ
る 。 ま た 、 特 に 、 本 発 明 は 胃 食 道 逆 流 疾 患 の 治 療 の た め 、 経 口 で 胃 の 一 部 に ひ だ を 付 け 固
定 す る た め の 外 科 用 フ ァ ス ナ ー 、 内 視 鏡 状 機 器 、 及 び そ の 使 用 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 胃 食 道 逆 流 疾 患 （ Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ ） 、 又 は 治 り に く い 胸 や け は 食 道 下 部 の 括 約 筋 （ Ｌ Ｅ Ｓ ） の
不 適 切 な 弛 緩 に よ っ て 生 ず る も の で あ り 、 酸 性 の 胃 の 内 容 物 が 食 道 に 逆 流 す る こ と が 多 い
。 治 療 を せ ず に 放 置 し て お く と 、 慢 性 の 逆 流 に よ っ て 、 食 道 狭 窄 症 、 出 血 性 の 潰 瘍 、 穿 孔
、 及 び 瘢 痕 を 生 ず る 。 逆 流 が 続 く と 、 バ レ ッ ト 食 道 と な り 、 食 道 を 形 成 し て い る 細 胞 に 変
化 を 生 じ 、 癌 に な る か も 知 れ な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 の 治 療 の 状 態 と し て は 、 最 初 に 制 酸 剤 に よ る 薬 理 療 法 で 出 発 し 、 徐 々 に プ ロ ト ン ポ
ン プ 阻 害 薬 （ Ｐ Ｐ Ｉ ｓ ） で 治 療 す る 。 病 気 の 進 行 は 胃 が 胸 腔 内 に 押 し つ け ら れ る こ と に よ
っ て 生 ず る 裂 孔 ヘ ル ニ ア の 進 行 に よ っ て 判 断 さ れ る 。 こ の 薬 理 療 法 は Ｐ Ｐ Ｉ ｓ の 二 重 、 三
重 の 投 薬 に よ っ て 終 了 す る 。 患 者 が Ｐ Ｐ Ｉ ｓ に 対 す る 効 果 を 示 さ な く な っ た 時 点 で 、 外 科
的 治 療 が 薦 め ら れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 外 科 的 治 療 の 現 代 の 標 準 は ニ ッ セ ン の 胃 底 ひ だ 形 成 術 で あ る 。 胃 底 ひ だ 形 成 術 の 手 順 に
は 食 道 の 下 端 の 周 り の 胃 の 基 底 部 を 包 み 込 み 、 所 定 位 置 に 固 定 し 、 食 道 下 部 の 括 約 筋 （ Ｌ
Ｅ Ｓ ） が 応 動 で き な い よ う に す る こ と が 行 わ れ る 。 昔 か ら 、 こ の 方 法 は 開 腹 手 術 に よ り 、
胃 の 中 に 貫 入 （ 切 開 ） す る こ と な く 、 食 道 の 周 り に 、 胃 の ひ だ が 付 い た 基 底 部 を 縫 合 に よ
っ て 取 り 付 け て い た 。 し か し 、 腹 腔 鏡 外 科 療 法 の 出 現 に よ っ て 、 対 応 す る 腹 腔 鏡 ニ ッ セ ン
法 が 開 発 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 胃 食 道 逆 流 疾 患 （ Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ ） に 対 す る 侵 襲 性 を 更 に 軽 減 す る た め の 努 力 が 行 わ れ て い る
間 に 、 内 視 鏡 の 技 術 が 探 索 さ れ て い た 。 現 在 、 試 み ら れ て い る 技 術 と し て は 充 填 剤 の 移 植
、 瘢 痕 を 生 ず る 焼 灼 技 術 、 及 び 内 部 組 織 の 縫 合 、 そ の 他 の 固 定 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば Harrison等 に 与 え ら れ た 米 国 特 許 第 5403326 号 に は 外 科 用 ス テ ィ プ ル 、 又 は ２ 部
片 か ら 成 る 外 科 用 フ ァ ス ナ ー を 使 用 し て 、 内 視 鏡 的 に 、 胃 底 ひ だ 形 成 術 を 行 う 方 法 が 開 示
さ れ て い る 。 こ の 米 国 特 許 に 開 示 さ れ た 方 法 は ２ 回 の 経 皮 内 視 鏡 的 な 胃 の 切 開 （ 皮 膚 を 通
じ て の 胃 の 中 へ の 切 開 ） と 、 ス テ ィ プ ル 、 内 視 鏡 、 及 び 食 道 の マ ニ ピ ュ レ ー タ （ 陥 入 装 置
） を 挿 入 す る た め の ２ 個 の 開 口 の 設 置 と を 行 う 。 内 視 鏡 で 見 な が ら 、 食 道 マ ニ ピ ュ レ ー タ
を 使 用 し て 、 食 道 の 内 部 を 胃 の 中 に 引 っ 張 る 。 ひ だ が 付 い た 胃 の 基 底 部 で 、 食 道 が 所 定 位
置 に あ る 時 は 、 食 道 の 下 端 の 周 り の 所 定 位 置 に 、 止 め 金 を 移 動 さ せ 、 ひ だ が 付 い た 胃 の 基
底 部 を 食 道 に 止 め る 。 こ の 工 程 を 種 々 の 軸 線 方 向 位 置 、 及 び 回 転 方 向 位 置 で 繰 り 返 し て 行
い 、 希 望 す る 胃 底 ひ だ 形 成 術 を 完 成 す る 。 ま た 、 こ の 米 国 特 許 に 開 示 さ れ た 方 法 は 観 血 療
法 で 非 常 に 発 展 し た が 、 胃 を ２ 回 、 切 開 す る 必 要 が あ り 、 な お 侵 襲 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Bolanos 等 に 与 え ら れ た 米 国 特 許 第 5571116 号 は 胃 食 道 逆 流 疾 患 の 非 侵 襲 的 な 治 療 法 を
開 示 し て お り 、 経 口 で 食 道 内 に 挿 入 さ れ た 遠 方 制 御 で 作 動 す る 陥 入 装 置 、 及 び 外 科 用 ス テ
ィ プ ラ ー を 利 用 し て い る 。 こ の 米 国 特 許 に 開 示 さ れ た 方 法 に よ れ ば 、 陥 入 装 置 を ま ず 挿 入
し て 、 胃 と 食 道 と の 継 目 を ク ラ ン プ す る の に 使 用 し て い る 。 次 に 、 こ の 装 置 を 末 端 側 に 、
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即 ち 患 者 側 に 動 か し て 、 ク ラ ン プ さ れ た 胃 と 食 道 と の 継 目 を 胃 の 中 に 引 っ 張 り 、 こ の 継 目
を 陥 入 さ せ 、 周 囲 の 基 底 部 壁 を 螺 旋 状 に 巻 く 。 次 に 、 ス テ ィ プ ラ ー を 経 口 で 挿 入 し 、 陥 入
し た 継 目 に ス テ ィ プ ラ ー を 送 り 込 み 、 こ こ で 、 ス テ ィ プ ラ ー を 使 用 し て 、 基 底 部 壁 を 止 め
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 米 国 特 許 は 数 個 の 異 な る 陥 入 装 置 、 及 び 数 個 の 異 な る ス テ ィ プ ラ ー を 開 示 し て い る
。 一 般 に 、 こ の 米 国 特 許 に 開 示 さ れ た ス テ ィ プ ラ ー は 細 長 い 本 体 と 、 ば ね で 押 圧 さ れ る ア
ン ビ ル と を 有 し 、 本 体 と ア ン ビ ル と の 間 に 陥 入 し た 胃 と 食 道 と の 継 目 を 設 置 す る た め 、 ア
ン ビ ル は 本 体 か ら 離 れ る 方 向 に 約 １ ５ 度 、 回 転 す る こ と が で き る 。 こ の 本 体 は 複 数 個 の ス
テ ィ プ ル を 保 持 す る ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ と 、 ス テ ー プ ル 発 射 ナ イ フ と を 有 し て い て い
る 。 こ の 米 国 特 許 に よ っ て 開 示 さ れ た 陥 入 装 置 は ジ ョ ー 部 材 を 有 し て お り 、 こ の ジ ョ ー 部
材 は 胃 と 食 道 と の 継 目 を 把 持 す る た め 開 放 位 置 に 少 な く と も ４ ５ 度 、 或 る ケ ー ス で は ９ ０
度 以 上 、 回 転 す る こ と が で き る 。 こ の 米 国 特 許 に よ っ て 開 示 さ れ た 方 法 と 、 装 置 と の 主 な
欠 点 の 一 つ は ス テ ィ プ ラ ー と 、 陥 入 装 置 と が 別 々 に 挿 入 さ れ 、 同 時 に 食 道 内 に 共 に 存 在 し
な け れ ば な ら な い こ と で あ る 。 開 示 さ れ た 若 干 の 実 施 例 で は 、 両 方 の 機 器 の 存 在 は 食 道 の
大 き さ に よ っ て 著 し く 問 題 に な る こ と で あ る 。 更 に 、 食 道 は 両 方 の 機 器 の 周 り に シ － ル を
形 成 す る こ と は で き ず 、 従 っ て 、 処 置 を 容 易 に す る た め 胃 に 流 体 を 吹 き 込 む こ と が 困 難 で
あ る 。 更 に 、 こ の 米 国 特 許 に よ っ て 開 示 さ れ た 装 置 の 作 動 機 構 は 非 常 に 不 合 理 な も の で あ
る 。 特 に 、 ス テ ィ プ ラ ー の ア ン ビ ル は 開 放 位 置 に 押 圧 さ れ て お り 、 更 に 、 レ バ ー に よ っ て
連 続 的 に 保 持 さ れ て お ら ず 、 ス テ ィ プ ラ ー ア ン ビ ル が 閉 止 位 置 に ロ ッ ク さ れ 得 る の か 否 か
も 明 ら か で な い 。 更 に 、 ア ン ビ ル が 閉 止 位 置 に 来 る 前 に 、 ス テ ー プ ル 発 射 ト リ ガ が 不 随 意
に 作 動 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 不 随 意 に 、 ス テ ィ プ ル が 患 者 の 胃 、 又 は 食 道 に 発 射
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Kortenbachに 与 え ら れ た 米 国 特 許 第 6086600 号 は 胃 壁 と 食 道 と の 間 で 、 胃 底 ひ だ 形 成 術
を 行 う よ う に し た 内 視 鏡 状 の 外 科 用 機 器 を 開 示 し て い る 。 こ の 機 器 は 可 撓 性 管 と 、 こ の 管
の 末 端 に 結 合 さ れ た 把 持 緊 締 末 端 効 果 器 と 、 管 の 基 端 に 結 合 さ れ た 手 動 ア ク チ ュ エ ー タ と
を 有 し て い る 。 手 動 ア ク チ ュ エ ー タ は 管 に 貫 通 す る 複 数 個 の 可 撓 性 ケ ー ブ ル に よ っ て 、 末
端 効 果 器 に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 管 は 操 作 し 得 る 内 視 鏡 を 収 容 す る 内 腔 を 有 し 、 末 端 効 果
器 は 内 視 鏡 の 末 端 の た め の 通 路 を 有 し て い る 。 末 端 効 果 器 は 複 数 個 の お す フ ァ ス ナ ー 部 片
の た め の 保 存 部 と 、 複 数 個 の め す フ ァ ス ナ ー 部 片 の た め の 保 存 部 と 、 回 転 可 能 な 把 持 部 と
、 間 に 組 織 を 挟 ん で め す フ ァ ス ナ ー 部 片 と お す フ ァ ス ナ ー 部 片 と を 配 列 す る 回 転 可 能 な フ
ァ ス ナ ー ヘ ッ ド と 、 把 持 部 に よ っ て 把 持 さ れ た 組 織 を 介 し て お す フ ァ ス ナ ー 部 片 を め す フ
ァ ス ナ ー 部 片 内 に 押 圧 す る 発 射 部 材 と を 有 す る 。 好 適 な 実 施 例 の 説 明 に よ れ ば 、 可 撓 性 管
、 及 び 末 端 効 果 器 （ 開 放 位 置 に 回 転 し た 時 ） の 全 体 の 直 径 は 約 ２ ０ ｍ ｍ を 超 過 す る こ と が
な く 、 こ の 機 器 を 経 口 で 、 胃 の 基 底 部 に 送 り 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 経 口 の 胃 底 ひ だ 形 成 装 置 、 及 び 方 法 は 期 待 で き る が 、 経 口 で 、 必 要 な 装 置 を 送 給 し 、 操
作 す る の は な お 困 難 で あ る 。 困 難 な 一 つ の 理 由 は こ の 器 機 の 全 体 の 直 径 、 も っ と 正 確 に 言
え ば 横 断 面 積 が 余 り に も 大 き い こ と で あ る 。 更 に 、 こ の Kortenbachの 装 置 が 直 径 を ２ ０ ｍ
ｍ （ 横 断 面 積 で ３ １ ４ ｍ ｍ 2  ） ま で 減 少 さ せ る こ と が で き た と し て も 、 操 作 は な お 困 難 で
あ る 。 大 形 の 機 器 は 柔 軟 性 に 乏 し く 、 ひ だ 付 け 、 及 び 緊 締 操 作 に は ほ ぼ １ ８ ０ 度 の そ り 返
り が 必 要 で あ る こ と は 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。 更 に 、 大 き な 機 器 で は 外 科 治 療 位 置 で の
内 視 鏡 の 視 界 が は っ き り し な い 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 最 近 、 PCT WO 00/78227(NDO Surgical Inc.)は 内 視 鏡 を 収 容 す る 大 き さ の 装 置 を 開 示 し
て お り 、 こ の 装 置 は 胃 壁 の 組 織 を 癒 着 さ せ る た め 、 漿 膜 対 漿 膜 接 触 を 行 わ せ る よ う に 、 胃
の 一 部 に ひ だ を 付 け 、 損 傷 さ せ る こ と が で き る と 主 張 し て い る 。 こ の よ う に す る と 、 食 道
の 周 り の 組 織 伸 展 性 が 減 少 し 、 食 道 下 部 括 約 筋 の 周 り に フ ラ ッ プ （ 即 ち 弁 ） が 形 成 さ れ る
。 こ の 目 的 の た め 、 食 道 下 部 括 約 筋 を 包 囲 す る 胃 の 中 の 馬 蹄 形 の 組 織 に ひ だ と 、 癒 着 を 生
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ぜ し め る の が 好 適 で あ る 。 Ｚ ラ イ ン （ 食 道 と 胃 と の 境 界 線 ） か ら 、 馬 蹄 形 目 標 組 織 ま で の
距 離 は 胃 の 中 へ 約 １ ～ ３ ｃ ｍ で あ り 、 こ の 位 置 の ひ だ は 下 部 食 道 括 約 筋 （ Ｌ Ｅ Ｓ ） の 周 り
の 組 織 に 最 も 大 き な 応 力 が 加 わ る 。 こ の 位 置 に あ る ひ だ に 接 近 す る た め 、 こ の 装 置 は 特 に
複 雑 で あ り 、 組 織 を 把 持 し 、 組 織 に ひ だ を 付 け 、 組 織 を 緊 締 す る よ う に し た 末 端 効 果 器 は
取 り 扱 い が 面 倒 で 、 部 片 数 も 多 い 欠 点 が あ る 。 即 ち 、 こ の 装 置 は 解 決 策 を 提 供 し て い る よ
う に 見 え る が 、 プ ロ セ ス 中 に 機 械 的 に 実 施 し 、 又 は 作 動 す る の が 現 実 的 で な い 。 更 に 、 上
述 の こ の 装 置 は 従 来 の も の に 比 較 し 、 比 較 的 小 さ な 直 径 （ 直 径 約 １ ８ ｍ ｍ 、 横 断 面 積 で ２
５ ４ ｍ ｍ 2  ） を 有 し 、 全 長 に わ た っ て 、 そ の 横 断 面 を 維 持 し て い る 点 で は 優 れ て い る 。 し
か し 、 可 撓 性 が 限 定 さ れ て い る こ と に 加 え て 、 装 置 の 大 き さ が 気 管 食 道 の 通 路 を 横 切 る の
を 困 難 に し て い る 。 組 織 の 伸 展 性 を 満 足 に 減 少 さ せ る た め に は 、 食 道 に 平 行 な 方 向 に 胃 壁
に ひ だ を 付 け る の が 望 ま し い が 、 こ の 装 置 は 望 ま し い 方 向 か ら 目 標 組 織 に 接 近 す る こ と が
で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 組 織 の 虚 血 、 迷 走 神 経 の 刺 激 、 又 は 逆 流 の 継 続 の 場 合 に 、 胃 の 内 腔 内 の 組 織 の 並 置 の た
め に 使 用 さ れ る い ず れ の フ ァ ス ナ ー も 除 去 さ れ る の が 好 適 で あ り 、 ま た フ ァ ス ナ ー が 装 置
か ら 不 随 意 に 弛 緩 し 、 又 は 組 織 か ら 外 れ て い る 場 合 に 、 フ ァ ス ナ ー が 患 者 に と っ て 、 比 較
的 有 害 で な い こ と が 好 ま し い 。 更 に 、 取 り 除 く た め 、 フ ァ ス ナ ー を 見 出 す こ と が 必 要 に な
る 場 合 で も 、 現 在 使 用 さ れ て い る フ ァ ス ナ ー は 、 内 視 鏡 を 介 し て 、 胃 の 中 に 設 置 す る の が
困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 胃 壁 の 組 織 に 、 経 口 で ひ だ を 付 け 、 緊 締 す る た め の 方 法 、 及 び
装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 下 部 食 道 括 約 筋 （ Ｌ Ｅ Ｓ ） に ほ ぼ 隣 接 す る 位 置 で 、 ひ だ を 形 成 す る
よ う に 構 成 さ れ 、 経 口 で 、 ひ だ を 付 け 、 こ の 組 織 を 緊 締 す る 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 食 道 に ほ ぼ 平 行 な 方 向 に 、 胃 の 組 織 に 接 近 す る こ と が で き 、 経 口
で 組 織 に ひ だ を 付 け 、 緊 締 す る 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 付 加 的 目 的 は 比 較 的 小 さ い 横 断 面 積 を 有 し 、 経 口 で 組 織 に ひ だ を 付 け 、 組 織 を
緊 締 す る 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 内 視 鏡 を 胃 の 中 に 設 置 し て い る 間 、 内 視 鏡 か ら 取 り 外 す こ と が で
き 、 経 口 で 組 織 に ひ だ を 付 け 、 組 織 を 緊 締 す る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 治 療 中 、 癒 着 が 起 き る よ う に 、 組 織 を 損 傷 さ せ 、 経 口 で 組 織 に ひ
だ を 付 け 、 組 織 を 緊 締 す る 方 法 、 及 び 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 更 な る 他 の 目 的 は 虚 血 を 生 ず る こ と な く 、 必 要 な ら 、 内 視 鏡 の よ う に 比 較 的 容
易 に 除 去 し 得 る 組 織 フ ァ ス ナ ー を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 、 胃 の 中 に 不 随 意 に 釈 放 さ れ た と し て も 、 胃 腸 に 損 傷 を 生
ず る こ と の な い フ ァ ス ナ ー を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 内 視 鏡 に よ っ て 、 胃 の 中 で 容 易 に 確 認 さ れ 得 る フ ァ ス ナ ー を 提 供 す
る に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 詳 細 に 以 下 に 説 明 す る こ れ 等 の 目 的 に 合 致 し 、 胃 食 道 逆 流 疾 患 （ Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ ） を 有 効 に 治
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療 す る よ う に 、 胃 壁 に フ ァ ス ナ ー を 加 え る た め の ２ 部 片 か ら 成 る フ ァ ス ナ ー 、 及 び 機 器 、
及 び シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ァ ス ナ ー は お す 部 片 と 、 め す 部 片 と を 有 し 、 両 部 片 間 に 種 々 の 空 間 を 画 成 す る よ う 相
互 に 調 整 で き る よ う に 、 こ れ 等 部 片 を 結 合 す る こ と が で き 、 両 部 片 間 の 組 織 の 量 に 応 じ て
、 両 部 片 間 の 組 織 に 希 望 す る 量 の 力 、 即 ち 、 組 織 が 壊 死 し な い よ う な 力 を フ ァ ス ナ ー に よ
っ て 、 加 え る こ と が で き る 。 お す 部 片 は 複 数 個 の 組 織 挿 通 主 柱 を 有 し 、 こ れ 等 の 主 柱 は ば
ね で 押 圧 さ れ て 、 お す 部 片 の ベ ー ス 内 に 折 り 畳 む こ と が で き 、 め す 部 片 に 結 合 す る 前 に 、
お す 部 片 が 不 随 意 に そ の ジ ョ ー か ら 分 離 し た 場 合 、 又 は め す 部 片 に 結 合 し た 後 、 お す 部 片
が め す 部 片 か ら 分 離 し た 場 合 、 主 柱 が 折 り 畳 む こ と が で き る こ と に よ っ て 、 患 者 が 損 傷 を
受 け る の を 防 止 す る 。 更 に 、 め す 部 片 に カ バ ー を 設 け 、 お す 部 片 と め す 部 片 と を 互 い に 結
合 し た 後 、 こ の カ バ ー に よ っ て 、 主 柱 の 挿 通 先 端 を 遮 蔽 す る 。 緊 締 し た 状 態 の 時 の フ ァ ス
ナ ー は カ バ ー の 部 分 、 部 分 を 相 互 に 動 か す こ と に よ っ て 、 緊 締 を 解 く よ う に し て も よ い 。
例 え ば こ の 装 置 を 捕 捉 す る ス ネ ア ー 装 置 を 使 用 し 、 め す 部 片 の 部 分 、 部 分 を 相 互 に 相 対 的
に 動 か し て 、 こ の こ と を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 機 器 は 内 視 鏡 の 一 部 の 上 に 結 合 さ れ て い る 比 較 的 短 い 末 端 効 果 器 と 、 基 端 操 作 ハ ン
ド ル と 、 こ の ハ ン ド ル と 末 端 効 果 器 と の 間 に 延 在 す る 比 較 的 小 さ い 直 径 の 制 御 軸 と を 有 す
る 。 使 用 中 、 制 御 軸 の み が 機 器 の ハ ン ド ル か ら 、 末 端 効 果 器 ま で 延 在 し て い る か ら 、 食 道
内 に あ る こ の シ ス テ ム の 横 断 面 積 は 機 器 の 末 端 以 外 の 全 て の 位 置 で 、 実 質 的 に 小 さ く （ 内
視 鏡 の 横 断 面 積 と 制 御 軸 の 横 断 面 積 と の 合 計 ） 、 即 ち 、 他 の 提 案 さ れ て い る シ ス テ ム の 半
分 よ り 小 さ い 。 更 に 、 こ の 機 器 の 末 端 で は 、 こ の シ ス テ ム の 横 断 面 積 も 従 来 の シ ス テ ム の
横 断 面 積 よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 特 に 、 末 端 効 果 器 に ス リ ー ブ を 設 け 、 こ の ス リ ー ブ を 内 視 鏡 の 端 部 上 に 摺 動 し て 位
置 し 得 る よ う に す る と 共 に 、 同 様 に そ の 場 所 か ら 摺 動 し て 除 去 し 得 る よ う に す る 。 こ の ス
リ ー ブ は 基 端 側 、 及 び 末 端 側 を 先 細 に し 、 食 道 内 に 容 易 に 挿 入 し 、 除 去 し 得 る よ う に す る
。 ま た 、 末 端 効 果 器 に ク レ ビ ス を 設 け 、 こ の ク レ ビ ス の 周 り に １ 対 の 回 転 自 在 の ジ ョ ー を
結 合 す る 。 ジ ョ ー は 制 御 軸 に 対 し 、 相 対 的 に 側 方 に 移 動 す る 。 こ れ 等 の ジ ョ ー は そ れ ぞ れ
２ 部 片 か ら 成 る フ ァ ス ナ ー の 一 方 の 部 片 を 保 持 す る 。 ジ ョ ー が そ の 間 に フ ァ ス ナ ー の 部 片
を 設 置 し て 閉 止 位 置 に あ る 時 、 ジ ョ ー は 制 御 軸 の 縦 軸 線 に ほ ぼ 平 行 に 延 在 す る 。 即 ち 、 ジ
ョ ー 組 立 体 は 制 御 軸 の 末 端 か ら １ ８ ０ 度 指 向 し た そ り 返 っ た 配 置 、 即 ち 「 後 方 を 振 り 返 る
」 配 置 に 固 着 さ れ る 。 更 に 、 ジ ョ ー と 、 フ ァ ス ナ ー の 部 片 は 主 柱 を 画 成 し て い て 、 こ の 主
柱 は 胃 の 組 織 を 把 持 し 、 胃 の 組 織 の 漿 膜 に 挿 通 し て 、 損 傷 を 与 え 、 ジ ョ ー が 開 放 位 置 か ら
閉 止 位 置 に 動 い た 時 、 胃 の 組 織 に ひ だ を 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 機 器 は ジ ョ ー を 開 放 位 置 と 、 閉 止 位 置 と の 間 に 動 か す 第 １ 制 御 素 子 と 、 フ ァ ス ナ ー
の 部 片 を 互 い に 結 合 し 、 ジ ョ ー か ら 釈 放 す る 第 ２ 制 御 素 子 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の シ ス テ ム を 使 用 す る 一 実 施 例 は 機 器 の ス リ ー ブ を 内 視 鏡 の 末 端 上 に 摺 動 さ せ 、 内 視
鏡 上 の 中 心 位 置 ま で ス リ ー ブ を 動 か す 。 次 に 気 管 食 道 を 通 じ て 、 内 視 鏡 を 挿 入 し 、 胃 の 中
に 入 れ る 。 次 に 、 閉 じ た 低 い 輪 郭 に あ る ジ ョ ー を 有 す る 機 器 の 末 端 を 内 視 鏡 上 に 摺 動 さ せ
、 気 管 食 道 を 通 じ て 、 胃 の 中 に 入 れ 、 内 視 鏡 の 末 端 か ら 離 す 。 機 器 の 末 端 を 挿 入 し て い る
期 間 の 一 部 の 間 に 、 内 視 鏡 を そ り 返 ら せ て 、 内 視 鏡 で 見 え る 状 態 で 機 器 の 挿 入 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 ハ ン ド ル の 作 用 に よ っ て 、 機 器 の ジ ョ ー を 開 き 、 ハ ン ド ル 、 及 び ／ 又 は 制 御 軸 を
戻 す よ う に 引 っ 張 り 、 ジ ョ ー を 開 き 、 下 部 食 道 括 約 筋 を 包 囲 し て い る 胃 の 組 織 に 、 即 ち 胃
の 中 に １ ｃ ｍ ～ ３ ｃ ｍ の 位 置 に あ る 目 標 組 織 に 、 強 制 的 に 接 触 さ せ る 。 ジ ョ ー が 組 織 に 接
触 す る と 、 め す ジ ョ ー の 主 柱 と 、 フ ァ ス ナ ー の お す 部 片 の 主 柱 と を 粘 膜 、 深 い 位 置 の 筋 肉
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、 及 び ／ 又 は 組 織 の 漿 膜 に 挿 通 す る 。 内 視 鏡 に 貫 通 す る 内 視 鏡 状 の 把 持 機 器 を 末 端 効 果 器
に 組 み 合 わ せ て 使 用 し 、 ジ ョ ー の 間 の 目 標 組 織 を 引 っ 張 る の を 助 け て も よ い 。 次 に 、 ハ ン
ド ル を 作 用 さ せ て 、 ジ ョ ー を 閉 止 位 置 に 動 か し 、 組 織 の ２ 個 の 部 分 を 並 置 す る よ う に 引 っ
張 り 、 ひ だ を 形 成 す る 。 フ ァ ス ナ ー の お す 部 片 の 主 柱 を ひ だ の 両 端 で 、 組 織 の 両 方 の 層 に
貫 通 し 、 ジ ョ ー を 閉 じ 、 フ ァ ス ナ ー を 組 織 の 周 り に ロ ッ ク は し な い が ク ラ ン プ す る 際 、 お
す 部 片 の 主 柱 を め す 部 片 の 対 応 す る 開 口 に 入 れ る 。 必 要 な ら 、 次 に ジ ョ ー を 開 き 、 異 な る
ク ラ ン プ 圧 力 を 組 織 に 加 え 、 又 は フ ァ ス ナ ー を 全 体 的 に 移 動 さ せ る 。 一 旦 、 フ ァ ス ナ ー が
希 望 す る 位 置 に あ っ て 、 組 織 に 望 ま し い 圧 力 を 加 え た な ら 、 ハ ン ド ル を 作 動 さ せ て 、 フ ァ
ス ナ ー を ロ ッ ク し 、 フ ァ ス ナ ー を ジ ョ ー か ら 釈 放 す る 。 次 に 、 こ の 機 器 を 内 視 鏡 に 再 び 結
合 し 、 内 視 鏡 、 及 び 機 器 を 患 者 か ら 引 き 出 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 機 器 と 内 視 鏡 と の 間 を 他 の 方 法 で 結 合 し て い る 他 の 機 器 、 及 び 方 法 を 設 け て も よ く
、 ま た 、 機 器 を 内 視 鏡 に 結 合 す る 必 要 が な い 他 の 機 器 、 及 び 方 法 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 す る 次 の 詳 細 な 説 明 に よ れ ば 、 本 発 明 の 付 加 的 な 目 的 、 及 び 利 点 は 当 業
者 に は 明 ら か で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 本 発 明 に よ る ２ 部 片 か ら 成 る フ ァ ス ナ ー １ ０ を 示 す 。 こ の フ ァ ス ナ ー １ ０ は お す
部 片 １ ２ と 、 め す 部 片 １ ４ と を 有 す る 。 図 １ 、 及 び 図 ２ に お い て 、 お す 部 片 １ ２ は ベ ー ス
１ ８ を 有 し 、 こ の ベ ー ス １ ８ は 貫 通 す る ２ 個 の 開 口 ２ ０ 、 ２ ２ を 画 成 す る と 共 に 、 一 側 に
は 、 ２ 個 の 細 長 チ ャ ネ ル ２ ４ 、 ２ ６ と 、 ２ 個 の ば ね 棚 ２ ８ 、 ３ ０ と を 画 成 し て い る 。 ２ 個
の 組 織 挿 通 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ は チ ャ ネ ル ２ ４ 、 ２ ６ に 整 列 し て 、 ベ ー ス １ ８ に 回 転 可 能 に 結
合 さ れ て い る 。 各 挿 通 主 柱 は 直 径 に 沿 う 孔 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 拡 大 部 ３ ３ 、 ３ ５ を 具 え
て い る 。 組 織 挿 通 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ が 回 転 で き る よ う に 、 機 軸 ３ ６ 、 ３ ８ は 開 口 ２ ０ 、 ２ ２
を 横 切 っ て 、 上 記 の 直 径 に 沿 う 孔 に 通 り 、 ベ ー ス １ ８ に 圧 入 さ れ て い る 。 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４
は 胃 の 組 織 の 奨 膜 に 貫 入 で き る よ う 、 少 な く と も ２ ｍ ｍ の 長 さ を 有 す る の が 好 適 で あ り 、
ま た 、 そ の 直 径 は １ ． ５ ｍ ｍ よ り 小 さ い の が 好 適 で あ り 、 こ れ に よ り 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ に
よ っ て 胃 の 組 織 に で き た 孔 か ら 漏 洩 を 生 じ な い よ う に す る 。 更 に 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ は 組 織
に 挿 通 す る が 、 組 織 を 切 る の で な く 、 組 織 を 好 適 に 移 動 さ せ る の に 過 ぎ な い よ う に 、 そ の
先 端 を 僅 か に 丸 く す る 。 引 張 り ば ね ４ ０ 、 ４ ２ を 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ に 結 合 し 、 ば ね 棚 ２ ８ 、
３ ０ に お い て 、 ベ ー ス １ ８ に 引 張 り ば ね ４ ０ 、 ４ ２ が 停 止 し て い る よ う に す る 。 図 １ ～ 図
３ に お い て 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ が チ ャ ネ ル ２ ４ 、 ２ ６ 内 に あ っ て 、 倒 さ れ て 収 納 さ れ た 形 態
に な る よ う 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ を 押 圧 す る よ う に 、 引 張 り ば ね ４ ０ 、 ４ ２ は 作 用 す る 。 ベ ー
ス １ ８ の 寸 法 に 対 し て 、 最 大 長 さ の 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ を 収 納 で き る よ う に 、 チ ャ ネ ル ２ ４ 、
２ ６ は ベ ー ス １ ８ 内 に 或 る 角 度 で 方 向 が 定 め ら れ て い る 。 即 ち ベ ー ス の 対 角 線 に な る よ う
な 方 向 に あ る 。 各 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の 上 部 に は 、 そ の ほ ぼ 側 部 に 沿 っ て 、 複 数 個 の 溝 孔 （ 切
欠 、 又 は 溝 ） ４ ４ を 設 け 、 各 主 柱 の 下 端 ４ ３ 、 ４ ５ に は 直 径 に 沿 う 直 径 孔 ４ ６ 、 ４ ８ を 設
け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ 、 図 ４ 、 及 び 図 ５ に お い て 、 め す 部 片 １ ４ は ラ ッ チ 体 ５ ０ と 、 こ の ラ ッ チ 体 に 対 し
摺 動 し 得 る 摺 動 組 立 体 ５ ２ と を 有 す る 。 特 に 図 １ に お い て 、 ラ ッ チ 体 ５ ０ は ベ ー ス 部 ５ ４
と 、 単 一 ユ ニ ッ ト 、 又 は 別 個 の 素 子 の 固 定 組 立 体 と し て 製 作 さ れ た カ バ ー 部 、 又 は 遮 蔽 部
５ ６ と を 有 す る 。 ベ ー ス 部 ５ ４ は 貫 通 す る 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ を 収 容 し 得 る 大 き さ を そ れ ぞ れ
有 す る ２ 個 の 孔 ５ ８ 、 ６ ０ を 有 し て お り 、 こ れ 等 の 孔 は 面 取 り し た 開 口 を 有 す る の が 好 適
で あ る 。 カ バ ー 部 ５ ６ は Ｕ 字 状 で あ る の が 好 適 で あ り 、 こ の カ バ ー 部 ５ ６ は 端 部 ６ ２ と 、
２ 個 の 側 部 ６ ４ 、 ６ ６ と を 有 し 、 側 部 ６ ４ 、 ６ ６ は ベ ー ス 部 ５ ４ の 周 縁 の 一 部 の 周 り に 延
在 す る 。 カ バ ー 部 ５ ６ の 端 部 ６ ２ は 下 部 凹 所 ６ ８ と 、 こ の 凹 所 ６ ８ の 開 口 ６ ９ と を 画 成 し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 摺 動 組 立 体 ５ ２ は ラ ッ チ 摺 動 体 ７ ０ と 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ と 、 摺 動 カ バ ー （ 又 は 摺 動 遮
蔽 体 ） ７ ４ と を 有 す る 。 特 に 図 ５ に お い て 、 ラ ッ チ 摺 動 体 ７ ０ は ２ 個 の 細 長 溝 孔 ８ ２ 、 ８
４ と 、 下 部 凹 所 ８ ６ と 、 こ の ラ ッ チ 摺 動 体 の 残 り の 幅 に 比 較 し て 幅 が 広 い ヘ ッ ド 部 ７ ６ と
、 こ の ヘ ッ ド 部 ７ ６ と ラ ッ チ 摺 動 体 の そ れ 以 外 の 部 分 と の 間 の 切 除 部 ７ ８ と を 画 成 し て い
る 。 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ は 凹 所 ８ ６ 内 に 位 置 し 、 こ の 凹 所 は ロ ッ ク ７ ２ の 中 心 部 ８ ８ を 安 定
的 に 保 持 す る と 共 に 、 ロ ッ ク ７ ２ の 細 長 部 が 側 方 に 移 動 す る た め の 空 間 を 提 供 す る よ う な
形 状 で あ る 。 ま た 特 に 、 ロ ッ ク ７ ２ は ほ ぼ Ｚ 字 状 の 中 心 部 ８ ８ と 、 こ の 中 心 部 ８ ８ の 中 心
延 長 部 ９ １ か ら 延 び る ２ 個 の ア ー ム ９ ０ 、 ９ ２ と を 有 す る 。 ア ー ム ９ ０ は 中 心 側 方 突 出 止
め ９ ４ と 、 そ の 終 端 の 面 取 り 止 め ９ ６ と を 有 す る 。 ア ー ム ９ ２ は 中 心 面 取 り 止 め ９ ８ と 、
そ の 終 端 の 側 方 突 出 止 め １ ０ ０ と を 有 す る 。 各 ア ー ム ９ ０ 、 ９ ２ は そ の 止 め ９ ４ 、 １ ０ ０
の 突 出 方 向 に 押 圧 さ れ て お り 、 そ の 止 め ９ ６ 、 ９ ８ の 斜 面 は そ れ ぞ れ の 溝 孔 ８ ２ 、 ８ ４ に
向 け 指 向 し て い る 。 内 部 に ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ が 位 置 し て い る ラ ッ チ 摺 動 体 ７ ０ は ラ ッ チ 体
５ ０ の カ バ ー 部 ５ ６ の 開 口 ６ ９ に 摺 動 挿 入 さ れ 、 次 に そ れ ぞ れ の 結 合 孔 １ ０ ６ 、 １ ０ ８ （
図 ４ 、 及 び 図 ５ 参 照 ） 内 に 、 ピ ン １ ０ ４ が 圧 入 さ れ る こ と に よ り 、 摺 動 カ バ ー ７ ４ は ラ ッ
チ 摺 動 体 ７ ０ に 固 着 さ れ る 。 ラ ッ チ 体 ５ ０ の ベ ー ス 部 ５ ４ に よ っ て 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ が
凹 所 ８ ６ 内 に 保 持 さ れ る こ と は 明 ら か で あ る 。 摺 動 カ バ ー ７ ４ は 中 心 空 間 １ １ ０ を 画 成 し
て い る 。 更 に 、 図 ５ に お い て 、 ラ ッ チ 摺 動 体 ７ ０ と 、 摺 動 カ バ ー ７ ４ と は セ ッ ト バ ッ ク 部
１ １ ２ を 画 成 し て お り 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 こ こ で 、 め す 部 材 １ ４ が ア プ リ ケ ー タ 機
器 ２ ０ ０ （ 図 ９ 参 照 ） に 掛 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 食 道 の 部 分 と 胃 の 組 織 の 連 結 部 と に 通 す よ う に 寸 法 を 定 め た 一 例 の フ ァ ス ナ ー の 好 適 な
寸 法 を 例 と し て 次 に 記 載 す る 。 お す 部 片 １ ２ は 長 さ １ ５ ｍ ｍ 、 幅 6.25ｍ ｍ 、 高 さ （ 組 織 挿
通 柱 を 除 く ） ２ ｍ ｍ で あ る 。 め す 部 片 １ ４ は 長 さ １ ５ ｍ ｍ 、 幅 6.25ｍ ｍ 、 高 さ ４ ｍ ｍ で あ
る 。 結 合 さ れ た フ ァ ス ナ ー １ ０ は 長 さ の 全 寸 法 が １ ５ ｍ ｍ 、 幅 6.25ｍ ｍ で あ り 、 高 さ は ６
ｍ ｍ に お す 部 片 と め す 部 片 と の 間 の 組 織 の 厚 さ が プ ラ ス さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 お す 部 片 １ ２ 、 及 び め す 部 片 １ ４ は チ タ ン 、 又 は チ タ ン 合 金 で 構 成 さ れ る の が 好 適 で 、
更 に 胃 の 内 腔 の 自 然 の 組 織 と 区 別 で き る 色 を こ れ 等 の 部 片 に 与 え る た め 、 金 属 工 学 の 分 野
で 知 ら れ て い る 方 法 に 従 っ て 、 陽 極 酸 化 さ せ る 。 好 適 な 色 は 紫 、 青 、 及 び 黒 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 に 一 層 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ の お す 部 片 １ ２ と 、 め す 部 片 １ ４ と
を 以 下 に 説 明 す る 機 器 ２ ０ ０ （ 図 ９ 参 照 ） に よ っ て 、 こ れ 等 部 片 の 間 に 位 置 し て い る 組 織
の 両 側 に 、 同 格 関 係 に 配 置 す る 時 （ 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 お す 部 片 １ ２ の 主 柱 ３ ２ 、 ３
４ は 引 張 り ば ね ４ ０ 、 ４ ２ の 押 圧 力 に 抗 し て 、 直 立 す る よ う に 保 持 さ れ て い る ） 、 お す 部
片 １ ２ の 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ は 組 織 に 挿 通 し て 、 め す 部 材 １ ４ の ベ ー ス 部 ５ ４ の 孔 ５ ８ 、 ６ ０
内 に 延 び る （ 図 １ 参 照 ） 。 お す 部 材 １ ２ と め す 部 材 １ ４ と が 僅 か に ず れ て い て も 、 孔 ５ ８
、 ６ ０ の 面 取 り 開 口 は 主 柱 を 孔 ５ ８ 、 ６ ０ 内 に 案 内 す る こ と に よ っ て 、 こ の 合 体 を 容 易 に
す る 。 フ ァ ス ナ ー １ ０ の お す 部 片 １ ２ と 、 め す 部 片 １ ４ と は 次 に 、 こ の 組 織 の 周 り に ク ラ
ン プ さ れ る 。 め す 部 片 １ ４ の ベ ー ス 部 ５ ４ に 貫 通 す る そ れ ぞ れ の 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の 鋭 利 な
部 分 を 摺 動 カ バ ー ７ ４ 、 及 び カ バ ー 部 ５ ６ が 遮 蔽 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ 、 及 び 図 ７ に お い て 、 望 ま し い ク ラ ン プ 力 （ 又 は 望 ま し い 圧 力 ） で 、 フ ァ ス ナ ー １
０ が 組 織 の 周 り に 一 旦 、 ク ラ ン プ さ れ る と 、 ラ ッ チ 摺 動 体 ７ ０ の ヘ ッ ド ７ ６ が 凹 所 ６ ８ 内
の カ バ ー 部 ５ ６ に 当 接 す る ま で 、 及 び ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ の 止 め ９ ６ 、 ９ ８ が そ れ 自 身 の 押
圧 力 に 抗 し て 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の そ れ ぞ れ の 溝 孔 ４ ４ 内 に 乗 り 入 れ る ま で 、 摺 動 組 立 体 ５
２ は ラ ッ チ 体 ５ ０ に 対 し 、 相 対 的 に 縦 方 向 に 摺 動 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り お す 部 材 １
２ と 、 め す 部 材 １ ４ と を 互 い に ロ ッ ク す る 。 複 数 個 の 溝 孔 ４ ４ と 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の 相 当
な 長 さ と に よ っ て 、 お す 部 片 １ ２ の ベ ー ス １ ８ と 、 め す 部 片 １ ４ の ベ ー ス 部 ５ ４ と は 相 互
に 数 箇 所 で 結 合 さ れ る 。 更 に 、 例 え ば 主 柱 ３ ２ の 第 ３ 切 欠 、 及 び 主 柱 ３ ４ の 第 ４ 切 欠 に 止
め ９ ６ 、 ９ ８ が 入 っ て お り 、 ベ ー ス １ ８ と 、 ベ ー ス 部 ５ ４ と は そ の 間 の 組 織 の 種 々 の 形 態
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を 更 に 受 け 入 れ る こ と が で き る よ う 、 相 互 に 斜 め に ず れ る こ と す ら で き る 。 こ の 調 整 作 用
の 結 果 、 部 片 １ ２ 、 １ ４ 間 の 組 織 が 均 一 な 厚 さ で あ っ て も 、 均 一 な 厚 さ で な く と も 、 部 片
１ ２ 、 １ ４ 間 の 組 織 に 、 希 望 す る 大 き さ の 力 を 加 え る こ と が で き る 。 そ の よ う な 力 は 組 織
の 壊 死 を 防 止 す る よ う 限 定 さ れ る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 摺 動 組 立 体 ５ ２ が ラ ッ チ 体 ５ ０ に 対 し て 、 相 対 的 に 動 い た 時 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２
は ば ね 負 荷 を 受 け て い て 、 柔 軟 に 動 く の で 、 止 め ９ ６ 、 ９ ８ は 自 動 的 に 適 切 な 溝 孔 ４ ４ を
見 つ け 出 す 。 即 ち 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ の 止 め ９ ６ 、 ９ ８ が 溝 孔 が 無 い 位 置 で 、 主 柱 ３ ２ 、
３ ４ に 最 初 に 接 触 し た と し て も 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ の 柔 軟 性 に よ っ て 、 付 加 的 に 僅 か に 動
く だ け で 、 止 め ９ ６ 、 ９ ８ は 隣 接 す る 溝 孔 ４ ４ 内 に ス ナ ッ プ し て 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ラ ッ チ 体 ５ ０ に 対 し 、 相 対 的 に 摺 動 組 立 体 ５ ２ が 動 く と 、 摺 動 カ バ ー ７ ４ を ラ ッ チ 体 の
カ バ ー ５ ６ か ら 離 間 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 摺 動 カ バ ー ７ ４ と 、 ラ ッ チ 体 カ バ ー ５ ６ と の 間
に 空 間 １ ０ ８ を 開 く 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 お す 部 片 １ ２ と 、 め す 部 片 １ ４ と が 互 い に ロ ッ ク し 終 わ っ た 後 で も 、 相 互 に こ の ロ ッ ク
を 解 く こ と が で き る 。 摺 動 組 立 体 ５ ２ を ラ ッ チ 体 ５ ０ に 対 し 、 相 対 的 に 反 対 方 向 に 動 か す
と 、 摺 動 カ バ ー ７ ４ と 、 カ バ ー 部 ５ ６ と は 互 い に 接 近 す る よ う に 動 き 、 お す 部 片 １ ２ と 、
め す 部 片 １ ４ と の ロ ッ ク を 解 放 す る よ う に 作 用 し 、 お す 部 材 と 、 め す 部 材 と は 相 互 に 分 離
す る 。 即 ち 、 こ の 機 構 は フ ァ ス ナ ー の 結 合 を 解 く の を 容 易 に し 、 こ れ に よ り 、 外 傷 を 起 こ
す こ と な く 、 移 植 さ れ た フ ァ ス ナ ー を 回 収 す る こ と が で き る 。 こ の 分 離 を 行 う 一 つ の 方 法
は 標 準 の 内 視 鏡 捕 捉 装 置 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。 こ の 捕 捉 装 置 の ル ー プ を 摺 動 カ バ ー
７ ４ と 、 カ バ ー 部 ５ ６ と の 周 り 、 及 び そ の 上 に 設 け 、 こ の 捕 捉 ル ー プ の 寸 法 を 減 少 さ せ る
こ と に よ り 、 両 者 を 互 い に 接 近 す る よ う に 引 っ 張 る 。 こ の 捕 捉 ル ー プ の 一 部 を 凹 所 ６ ８ の
中 に 位 置 さ せ て 、 ル ー プ が フ ァ ス ナ ー １ ０ か ら 滑 っ て 外 れ る の を 防 止 す る 。 更 に 、 胃 の 内
腔 の 組 織 に 対 し 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ の 色 が 不 自 然 で あ る こ と に よ っ て 、 こ の よ う に 回 収 が で
き る よ う 、 移 植 さ れ た フ ァ ス ナ ー を 内 視 鏡 の よ う に 設 置 す る の を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 に 説 明 し た よ う に 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ は 押 圧 力 に 抗 し て 保 持 さ れ て い な い 時 、 ば ね で 押
圧 さ れ て 、 お す 部 片 の ベ ー ス 内 に 倒 さ れ た 状 態 に な る 。 こ の こ と は 、 お す 部 片 １ ２ が ア プ
リ ケ ー タ 機 器 ２ ０ ０ か ら 不 随 意 に 分 離 す る か 、 結 合 し た 後 に め す 部 片 １ ４ か ら 分 離 し た 時
、 患 者 が 傷 つ く の を 防 止 す る よ う に 作 用 す る 。 お す 部 片 、 及 び め す 部 片 に 適 切 な 寸 法 を 与
え て お り 、 鋭 い 部 分 が 身 体 に 対 し 、 露 出 し な い の で 、 こ れ 等 部 片 は 胃 腸 系 を 安 全 に 通 過 す
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 お す 部 片 １ ２ の 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ に 対 し て 、 め す 部 片 １ ４ の ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ を ロ ッ ク す
る た め の 種 々 の 他 の 形 態 を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ８ に お い て 、 主 柱 ３ ２ ａ に
円 周 溝 ４ ４ ａ を 設 け る 。 こ の 溝 ４ ４ ａ 内 に ロ ッ ク し 得 る 止 め を 有 効 に 提 供 す る よ う な 他 の
形 態 を ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ ａ に 設 け て も よ い 。 図 ８ に お い て は 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ ａ は 主 柱
３ ２ ａ の た め の ２ 個 の 弾 性 的 な 、 離 間 す る ば ね 押 圧 ア ー ム ９ ２ ａ 、 ９ ３ ａ を 有 し 、 こ れ 等
ア ー ム ９ ２ ａ 、 ９ ３ ａ は そ れ ぞ れ 主 柱 ３ ２ ａ の 溝 の 中 に 掛 合 す る よ う に し た 止 め ９ ８ ａ 、
９ ９ ａ を 有 す る 。 ま た ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ ａ は 第 ２ の 主 柱 （ 図 示 せ ず ） の た め 、 ２ 個 の 弾 性
的 な 離 間 す る ば ね 押 圧 ア ー ム ９ ０ ａ 、 ９ １ ａ を 有 し 、 こ れ 等 ア ー ム ９ ０ ａ 、 ９ １ ａ は こ の
主 柱 の 溝 の 中 に 掛 合 す る よ う に し た 止 め ９ ６ ａ 、 ９ ７ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 に 一 層 詳 細 に 説 明 し 、 関 連 す る 図 面 に 明 示 す る よ う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ の 部 片 １ ２
、 １ ４ を 長 さ 方 向 に 食 道 に 通 し て 送 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ に お い て 、 胃 腸 管 腔 組 織 の ひ だ 、 及 び フ ァ ス ナ ー ア プ リ ケ ー タ 機 器 ２ ０ ０ を 示 す 。
機 器 ２ ０ ０ は 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ と 、 基 端 操 作 ハ ン ド ル ２ ０ ４ と 、 管 状 制 御 軸 ２ ０ ６ と を 有
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し 、 ハ ン ド ル ２ ０ ４ と 、 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ と の 間 に 延 び る 第 １ 、 及 び 第 ２ の 制 御 素 子 （ ワ
イ ヤ 、 ケ ー ブ ル 、 コ イ ル 、 リ ボ ン 等 ） ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ を 管 状 制 御 軸 ２ ０ ６ 内 に 収 納 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 制 御 軸 ２ ０ ６ は 滑 ら か な さ や の 中 に 収 容 さ れ た 不 透 鋼 の 平 坦 な ワ イ ヤ を 巻 い た コ イ ル で
あ る の が 好 適 で あ り 、 こ の 制 御 軸 は 通 常 の 内 視 鏡 よ り 相 当 に 直 径 が 小 さ い 。 制 御 素 子 ２ ０
８ 、 ２ １ ０ の 一 方 、 又 は 他 方 が 圧 縮 を 受 け て い る こ と に 起 因 し 、 制 御 軸 が 張 力 を 受 け た 時
、 こ の 平 坦 な ワ イ ヤ は 制 御 軸 が 伸 び る の を 制 限 し て い る 。 代 案 と し て 、 円 形 断 面 の ワ イ ヤ
コ イ ル を 使 用 す る こ と が で き 、 平 坦 な ワ イ ヤ の コ イ ル の 場 合 よ り 、 一 層 小 さ い 半 径 に 、 制
御 軸 を 曲 げ る こ と が で き る 。 更 に 、 制 御 軸 ２ ０ ６ は 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ に 対 し 、 相 対 的 に 小
さ い 直 径 を 有 し 、 そ の 直 径 は ５ ｍ ｍ を 越 え な い の が 好 適 で あ り 、 約 ４ ｍ ｍ が 一 層 好 適 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ は 組 織 に ひ だ を 付 け 、 ひ だ の つ い た 組 織 の 対 向 す る 部 分 に ２ 部 片 か ら
成 る フ ァ ス ナ ー １ ０ を 加 え 、 数 個 の 実 施 例 に よ れ ば 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 こ の
効 果 器 を 場 合 に よ り 、 内 視 鏡 に 結 合 す る 。 操 作 ハ ン ド ル ２ ０ ４ は 制 御 素 子 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０
を 作 動 さ せ 、 ジ ョ ー 組 立 体 ２ １ ８ の ク ラ ン プ と 、 開 放 と を 行 い 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る よ
う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ の ロ ッ ク と 釈 放 と を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に お い て 、 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ は ク レ ビ ス ２ ２ ４ を 有 す る ジ ョ ー 組 立 体 ２
１ ８ と 、 ク レ ビ ス ２ ２ ４ の 周 り に 、 相 互 に 回 転 し 得 る 第 １ ア ー ム ２ ２ ０ 、 及 び 第 ２ ア ー ム
２ ２ ２ と 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ と 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ と 一 体 で 、 内 視 鏡 の 端 部 の 周 り に （ 又
は 、 ス リ ッ ト が あ れ ば 、 そ の 上 に ス ナ ッ プ 嵌 着 し て ） 摺 動 し て 位 置 す る よ う に し た ス リ ー
ブ （ 連 続 す る ス リ ー ブ 、 又 は ス リ ッ ト 付 き ） ３ ２ ０ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ジ ョ ー 組 立 体 ２ １ ８ の 第 １ ア ー ム ２ ２ ０ は （ フ ァ ス ナ ー １ ０ の お す 部 材 １ ２ を 収 容 す る
よ う に し た ） お す ジ ョ ー ２ ２ ６ と 、 ワ イ ヤ 状 素 子 を 収 容 す る よ う に し た 結 合 孔 ２ ３ ２ を 有
す る 対 向 タ ン グ ２ ３ ０ と を 有 す る 。 第 ２ ア ー ム ２ ２ ２ は （ フ ァ ス ナ ー １ ０ の め す 部 片 １ ４
を 収 容 す る よ う に し た ） め す ジ ョ ー ２ ２ ８ と 、 結 合 孔 ２ ３ ６ を 有 す る 対 向 タ ン グ ２ ３ ４ と
を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 特 に 、 お す ジ ョ ー ２ ２ ６ の 内 側 に は フ ァ ス ナ ー １ ０ の お す 部 材 １ ２ の 後 側 を 収 容 す
る よ う に し た 長 方 形 凹 所 ２ ４ ０ と 、 ２ 段 貫 通 孔 ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ と 、 ２ 個 の ね じ 孔 ２ ４ ８ 、
２ ５ ０ と を 有 す る 。 図 ３ 、 及 び 図 １ ３ に 於 い て 、 お す 部 片 １ ２ を め す ジ ョ ー ２ ２ ６ の 凹 所
２ ４ ０ 内 に 挿 入 し 、 こ の 凹 所 内 に 保 持 し た 時 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の 下 部 ４ ３ 、 ４ ５ 、 及 び 拡
大 部 ３ ３ 、 ３ ５ は 段 付 き 貫 通 孔 ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ 内 に 収 容 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 主 柱 ３ ２ 、
３ ４ を 直 立 状 態 に 保 持 し 、 従 っ て 、 こ れ 等 の 主 柱 が 倒 れ た 状 態 に 回 転 す る の を 防 止 す る 。
図 １ ０ 、 及 び 図 １ ２ に 戻 り 、 お す ジ ョ ー ２ ２ ６ の 外 側 に は 、 ね じ 孔 ２ ４ ８ 、 ２ ５ ０ に 接 近
で き る 凹 所 ２ ４ ６ と 、 第 １ ア ー ム ２ ２ ０ に 延 び て い て 、 （ 以 下 に 説 明 す る 釈 放 素 子 を 支 持
す る ） 軌 道 ２ ５ ８ に 連 通 す る 出 口 開 口 ２ ５ ２ と を 有 す る 。 ま た 、 お す ジ ョ ー ２ ２ ６ の 端 部
に は そ の 機 能 を 以 下 に 説 明 す る 溝 ２ ５ ４ を 設 け る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 釈 放 素 子 ２ ５ ９ は ク レ ビ ス ２ ２ ４ の ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ か ら 、 第 １ ア ー ム ２ ２ ０ の 軌
道 ２ ５ ８ 内 に 、 出 口 開 口 ２ ５ ２ を 通 し て 延 在 し て い る 。 第 １ 釈 放 素 子 ２ ５ ９ は フ ァ ス ナ ー
の お す 部 片 の 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の 下 端 ４ ３ 、 ４ ５ の 孔 ４ ６ 、 ４ ８ （ 図 ３ 参 照 ） 内 に そ れ ぞ れ
挿 入 さ れ る ２ 個 の Ｕ 字 状 部 ２ ６ １ 、 ２ ６ ３ を 画 成 す る 分 割 部 分 で あ る 操 作 端 ２ ５ ５ を 有 す
る 。 ね じ 孔 ２ ４ ８ 、 ２ ５ ０ 内 に 挿 入 さ れ た ね じ ２ ７ １ 、 ２ ７ ３ に よ っ て 、 Ｕ 字 状 部 ２ ６ １
、 ２ ６ ３ 上 に 摩 擦 板 ２ ６ ５ 、 ２ ６ ７ を 保 持 し 、 Ｕ 字 状 部 が 孔 ４ ６ 、 ４ ８ 内 か ら 、 不 随 意 に
抜 け 出 す の を 防 止 す る 摩 擦 抵 抗 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 図 １ １ ～ 図 １ ３ に お い て 、 め す ジ ョ ー ２ ２ ８ は フ ァ ス ナ ー １ ０ の め す 部 片 １ ４ の ラ ッ チ
摺 動 カ バ ー ７ ４ 、 及 び カ バ ー 部 ５ ６ を 収 容 す る 寸 法 を 有 す る 比 較 的 大 き い 、 ほ ぼ 長 方 形 の
開 口 ２ ６ ０ を 有 す る 。 ま た 、 ジ ョ ー ２ ２ ８ は 突 条 ２ ７ ５ （ 図 １ ６ 参 照 ） 、 及 び ２ 個 の 止 め
金 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ４ を 画 成 し て お り 、 こ れ 等 止 め 金 は 開 口 ２ ６ ０ 内 に 突 出 し て い る 。 め す 部
片 １ ４ は ジ ョ ー ２ ２ ８ 内 に 、 ロ ッ ク 位 置 に 挿 入 さ れ 、 次 に ア ン ロ ッ ク 位 置 に 動 か さ れ 、 そ
の 結 果 、 ラ ッ チ 摺 動 体 ７ ０ （ 図 ５ 参 照 ） の ヘ ッ ド ７ ６ が 突 条 ２ ７ ５ の 上 に あ り 、 止 め 金 ２
６ ２ 、 ２ ６ ４ が セ ッ ト バ ッ ク 部 １ １ ２ （ 図 ５ 参 照 ） 内 に 延 在 し 、 め す 部 片 １ ４ を ジ ョ ー ２
２ ８ 内 に ロ ッ ク す る 。 め す ジ ョ ー ２ ２ ８ の 終 端 に 、 組 織 挿 通 主 柱 ２ ５ ６ を 設 け る 。 図 １ ４
、 及 び 図 １ ５ に お い て 、 め す ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 及 び お す ジ ョ ー ２ ２ ８ が フ ァ ス ナ ー の お す 部
片 １ ２ 、 め す 部 片 １ ４ か ら 離 れ て い て 、 互 い に 密 接 し て い る 時 （ 例 え ば 、 フ ァ ス ナ ー が 釈
放 さ れ て い て 、 機 器 が 後 退 し て い る 間 ） 、 主 柱 ２ ５ ６ は お す ジ ョ ー ２ ２ ６ の 溝 ２ ５ ４ 内 に
位 置 し て お り 、 患 者 か ら 機 器 を 除 去 す る の を 助 け る よ う な 一 層 、 先 細 の 形 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ５ 、 及 び 図 １ ６ に お い て 、 捩 り ば ね ２ ６ ６ を め す ジ ョ ー ２ ２ ８ に 結 合 し 、 フ ァ ス ナ
ー １ ０ の め す 部 片 １ ４ を 強 制 的 に め す ジ ョ ー の 終 端 に 向 け 押 圧 す る 。 こ の こ と は 、 ジ ョ ー
２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ が 相 互 に 接 近 す る よ う に 弧 状 に 回 転 す る 際 、 お す 部 片 １ ２ と め す 部 片 １ ４
と が 一 線 に な る の を 助 け る よ う に 作 用 す る 。 更 に 、 ば ね ２ ６ ６ は 開 口 ２ ６ ０ 内 に 、 め す 部
片 １ ４ が 動 く の を 許 容 し 、 フ ァ ス ナ ー の お す 部 片 と め す 部 片 と の 間 に あ る 組 織 の 量 に 起 因
す る 配 列 の 狂 い に 、 応 じ る こ と が で き る よ う に す る 。 図 １ ６ 、 及 び 図 １ ７ に お い て 、 ま た
、 め す ジ ョ ー ２ ２ ８ は ア ー ム ２ ２ ２ の 側 部 に 沿 っ て 、 延 び る ワ イ ヤ 軌 道 ２ ７ ０ の た め の 出
口 開 口 ２ ６ ８ を 有 す る 。 第 ２ 釈 放 素 子 ２ ７ ２ は 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 軌 道 ２ ７ ０ 内 に 、
ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ か ら 出 口 開 口 ２ ６ ８ を 通 じ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ８ に お い て 、 ま た 、 ク レ ビ ス ２ ２ ４ は 取 付 け 部 ２ ８ ０ を 有 し 、 こ の 取 付 け 部 に お い
て 、 制 御 軸 ２ ０ ６ （ 図 ９ 参 照 ） を 機 器 ２ ０ ０ の 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ に 取 り 付 け る 。 取 付 け 部
２ ８ ０ は 枢 着 部 ２ ８ ４ で 、 ク レ ビ ス ２ ２ ４ に 結 合 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ２ ８ ２ を 有 す る 。 ま た
、 ク レ ビ ス ２ ２ ４ は 機 械 組 立 体 ２ ９ ２ の た め の ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ を 画 成 し て お り 、 こ の 機
械 組 立 体 は 制 御 素 子 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ 上 の 入 力 を 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ に 伝 え 、 ジ ョ ー ア ー ム ２
２ ０ 、 ２ ２ ２ を 動 か し 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ の ロ ッ ク 、 及 び 釈 放 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 特 に 、 機 械 組 立 体 ２ ９ ２ は ハ ウ ジ ン グ と 一 体 に 形 成 す る の が 好 適 な 枢 着 部 ２ ９ ６ の
周 り に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ た 第 １ ベ ル ク ラ ン ク ２ ９ ４ を 有 す る の が 好 適 で あ る 。 制 御 素 子
２ ０ ８ の 末 端 ２ ９ ８ を 第 １ ベ ル ク ラ ン ク ２ ９ ４ に 、 そ の 入 力 側 で 結 合 し 、 Ｖ 字 状 ワ イ ヤ ３
０ ０ を ベ ル ク ラ ン ク に 、 そ の 出 力 側 で 取 り 付 け る 。 Ｖ 字 状 ワ イ ヤ ３ ０ ０ は ２ 個 の ジ ョ ー ア
ー ム ２ ２ ０ 、 ２ ２ ２ の 両 方 の タ ン グ ２ ３ ０ 、 ２ ３ ４ の 結 合 孔 ２ ３ ２ 、 ２ ３ ６ （ 図 １ ２ 参 照
） に 向 け 延 び 、 こ の 結 合 孔 に 連 結 さ れ て い る 。 代 案 と し て 、 ベ ル ク ラ ン ク の 出 力 側 か ら 、
２ 個 の タ ン グ ま で 延 び る ２ 個 の 別 個 の ワ イ ヤ を 使 用 す る こ と が で き る 。 図 １ ８ 、 及 び 図 １
９ に お い て 、 制 御 素 子 ２ ０ ８ を 制 御 軸 に 対 し 、 こ の 医 療 機 器 を 取 り 扱 う 操 作 者 か ら 遠 い 方
向 に 動 か す 時 、 第 １ ベ ル ク ラ ン ク ２ ９ ４ を 回 転 し 、 Ｖ 字 状 ワ イ ヤ ３ ０ ０ を ジ ョ ー か ら 離 れ
る よ う に 引 っ 張 り 、 こ れ に よ り 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 閉 止 位 置 に 回 転 す る 。 な お 、 図
１ ８ 、 及 び 図 １ ９ に お い て 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 強 制 的 に 、 完 全 に 閉 止 位 置 に 動 か し
た 時 、 制 御 素 子 ２ ０ ８ に 付 加 的 な 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 枢 着 部 ２ ８ ４ の 周 り に 、 取 付
け 部 ２ ８ ０ を 回 転 さ せ 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 制 御 軸 ２ ０ ６ に 一 層 近 く な る よ う に 動 か
す 。 こ れ に よ り 、 末 端 効 果 器 の 輪 郭 を 減 少 さ せ 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を 機 器 ２ ０ ０ か ら 取 り 外
し た 後 、 機 器 を 胃 、 及 び 食 道 か ら 取 り 外 す の を 助 け る 。 制 御 素 子 ２ ０ ８ を 制 御 軸 ２ ０ ６ に
対 し 、 操 作 者 側 に 動 か す 時 、 第 １ ベ ル ク ラ ン ク ２ ９ ４ を 回 転 さ せ て 、 Ｖ 字 状 ワ イ ヤ ３ ０ ０
に よ っ て 、 強 制 的 に ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 開 放 位 置 に 回 転 さ せ る 。 更 に 、 図 １ ８ に お い
て 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ が 完 全 開 放 位 置 に あ る 時 、 制 御 素 子 ２ ０ ８ に 加 わ る 付 加 的 力 に
よ り 、 取 付 け 部 ２ ８ ０ を 枢 着 部 ２ ８ ４ の 周 り に 回 転 さ せ 、 こ れ に よ り 、 ジ ョ ー 組 立 体 ２ １
８ を 制 御 軸 ２ ０ ６ か ら 離 れ る よ う に 押 圧 す る 。 こ れ に よ り 、 ジ ョ ー 組 立 体 ２ １ ８ と 、 制 御

10

20

30

40

50

(15) JP 2006-500111 A 2006.1.5



軸 ２ ０ ６ と の 間 に 付 加 的 空 間 を 生 ぜ し め 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ 間 の 組 織 を 捕 捉 す る の を
容 易 に す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ８ 、 及 び 図 １ ９ に お い て 、 ま た 機 械 組 立 体 ２ ９ ２ は ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ に 一 体 に 形 成
さ れ る の が 好 適 な 枢 着 部 ３ ０ ４ の 周 り に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ た 第 ２ ベ ル ク ラ ン ク ３ ０ ２ を
有 す る 。 制 御 素 子 ２ １ ０ の 末 端 ３ ０ ６ を 第 ２ ベ ル ク ラ ン ク ３ ０ ２ の 一 側 に 取 り 付 け る 。 第
２ ベ ル ク ラ ン ク ３ ０ ２ の 反 対 側 は 押 棒 ３ １ ０ を 画 成 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ 内 で 終 わ
る 釈 放 素 子 ２ ５ ９ 、 ２ ７ ２ （ 図 １ ７ 参 照 ） の 端 部 は 曲 げ る か 、 又 は そ う で な け れ ば 角 度 を
な す よ う に 形 成 し て 、 接 触 部 ３ １ ２ 、 ３ １ ４ （ 図 １ ８ 、 及 び 図 １ ９ 参 照 ） を 画 成 し 、 ジ ョ
ー ア ー ム ２ ２ ０ 、 ２ ２ ２ が 閉 止 位 置 に あ る 時 （ 図 １ ９ 参 照 ） 、 接 触 部 ３ １ ２ 、 ３ １ ４ が 押
棒 ３ １ ０ の 方 向 に 対 し て 、 ほ ぼ 垂 直 に 指 向 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ９ 、 及 び 図 ２ ０ に お い て 、 ジ ョ ー が 閉 止 位 置 に あ っ て 、 制 御 素 子 ２ １ ０ を 制 御 軸 ２
０ ６ に 対 し 、 操 作 者 か ら 離 れ る 方 向 に 押 圧 し 、 第 ２ ベ ル ク ラ ン ク ３ ０ ２ に 押 圧 力 を 加 え る
時 、 押 棒 ３ １ ０ を 強 制 的 に 接 触 部 ３ １ ２ 、 ３ １ ４ に 押 し 付 け て 、 釈 放 素 子 ２ ５ ９ 、 ２ ７ ２
（ 図 １ ６ 参 照 ） を そ れ ぞ れ の ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ 内 に 動 か す 。 こ れ に よ り 、 フ ァ ス ナ ー
１ ０ の お す 部 片 １ ２ 、 め す 部 片 １ ４ を 合 体 ロ ッ ク し 、 次 の よ う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を ジ ョ
ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ か ら 釈 放 す る 。 第 １ に 、 釈 放 素 子 ２ ７ ２ の 端 部 を 摺 動 組 立 体 ５ ２ に 押 し
付 け る 時 、 摺 動 組 立 体 は ラ ッ チ 体 ５ ０ に 対 し 、 強 制 的 に 、 相 対 的 に 動 か さ れ る 。 こ れ に よ
り 、 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ に 対 し 、 ラ ッ チ ロ ッ ク ７ ２ の 面 取 り 止 め ９ ６ 、 ９ ８ を ロ ッ ク し 、 こ れ
に よ り フ ァ ス ナ ー の お す 部 片 １ ２ 、 及 び め す 部 材 １ ４ を 合 体 ロ ッ ク す る 。 第 ２ に 、 摺 動 組
立 体 の 移 動 に よ っ て 、 摺 動 カ バ ー ７ ４ を 動 か し て 、 ラ ッ チ 摺 動 体 の ヘ ッ ド 部 ７ ６ を 突 条 ２
７ ５ か ら 釈 放 し 、 め す ジ ョ ー ２ ２ ８ の 止 め 金 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ４ を 、 （ ス ペ ー ス １ ０ ８ （ 図 ６
参 照 ） を 止 め 金 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ４ に 一 線 に 配 列 し て い る ） セ ッ ト バ ッ ク 部 １ １ ２ か ら 釈 放 し
、 こ れ に よ り め す 部 片 １ ４ を め す ジ ョ ー ２ ２ ８ か ら 釈 放 す る 。 第 ３ に 、 二 又 の 釈 放 素 子 ２
５ ５ の Ｕ 字 状 端 部 ２ ６ １ 、 ２ ６ ３ （ 図 １ ０ 参 照 ） を 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ の 孔 ４ ６ 、 ４ ８ の 外 に
動 か し 、 お す 部 片 １ ２ を お す ジ ョ ー ２ ２ ６ か ら 釈 放 す る 。 釈 放 素 子 ２ ５ ５ に 加 わ る 力 は 板
２ ６ ５ 、 ２ ６ ７ に よ っ て 生 ず る 摩 擦 に 打 ち 勝 つ の に 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 閉 じ た ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ の 間 に 大 量 の 組 織 が あ る か 、 少 量 の 組 織 が あ る か 、 更 に 、
ジ ョ ー を ど の 程 度 、 閉 じ る か に 基 づ い て 、 釈 放 素 子 の 接 触 部 ３ １ ２ 、 ３ １ ４ を 押 棒 ３ １ ０
に 対 し て 、 異 な る よ う に 設 置 し た い の で 、 押 棒 ３ １ ０ を 釈 放 素 子 ２ ５ ９ 、 ２ ７ ２ か ら 取 り
外 す こ と に 、 注 目 す べ き で あ る 。 こ の 切 り 離 さ れ た 調 整 機 構 は 、 正 確 に 閉 じ た ジ ョ ー の 形
態 と は 関 係 な く 、 釈 放 素 子 に 適 切 な 量 の 移 動 を 達 成 さ せ る よ う に 作 動 す る 。 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 代 案 と し て 、 制 御 素 子 ２ ０ ８ を 張 力 の 作 用 下 に 置 い て 、 ジ ョ ー を 閉 じ 、 制 御 素 子 ２ １ ０
を 圧 縮 力 の 作 用 下 に 置 い て 、 フ ァ ス ナ ー の 部 片 を ロ ッ ク し 、 フ ァ ス ナ ー を ジ ョ ー か ら 釈 放
す る よ う に 制 御 素 子 ２ １ ０ を 作 用 さ せ る ベ ル ク ラ ン ク シ ス テ ム を 使 用 せ ず 、 そ れ ぞ れ 、 制
御 素 子 ２ ０ ８ 、 ２ １ ０ を ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ に 結 合 し 、 素 子 ２ ５ ９ 、 ２ ７ ２ を 釈 放 す る
の に 、 他 の シ ス テ ム を 使 用 し て も よ い 。 例 え ば 、 各 制 御 素 子 に Ｕ 字 状 の 端 部 を 設 け 、 こ の
制 御 素 子 の 端 部 に よ っ て 、 反 対 方 向 に 延 び 、 制 御 素 子 の 残 り の 部 分 と 同 軸 で は な い が 、 残
り の 部 分 に 平 行 な 復 帰 部 を 画 成 す る 。 例 え ば 、 制 御 素 子 ２ ０ ８ の Ｕ 字 状 端 部 は ジ ョ ー に 結
合 す る こ と が で き 、 制 御 素 子 を 圧 縮 状 態 に し た 時 、 Ｕ 字 状 の 復 帰 部 は ジ ョ ー を 引 っ 張 っ て
、 閉 じ さ せ る 。 同 様 に 、 制 御 素 子 ２ １ ０ の Ｕ 字 状 端 部 を 釈 放 素 子 ２ ５ ９ 、 ２ ７ ２ に 作 用 す
る 形 態 に し 、 制 御 素 子 を 張 力 が 作 用 す る 状 態 に し て 、 Ｕ 字 状 部 を 釈 放 素 子 ２ ５ ９ 、 ２ ７ ２
に 押 圧 す る 。 他 の 機 構 も 同 様 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ０ 、 及 び 図 １ １ に 戻 り 、 末 端 効 果 器 ２ １ ８ の ス リ ー ブ ３ ２ ０ は 比 較 的 小 さ な 内 視 鏡
の 直 径 に 対 応 す る 約 ９ ｍ ｍ の 直 径 の 開 口 ３ ２ １ を 有 す る の が 好 適 で あ る 。 ス リ ー ブ ３ ２ ０
の 外 部 の 寸 法 は 患 者 の 気 管 食 道 の 通 路 に 末 端 効 果 器 ２ １ ８ が 通 り 易 く な る よ う に で き る だ
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け 輪 郭 が 小 さ く な る よ う に 最 小 に す る 。 ま た 、 ス リ ー ブ ３ ２ ０ に は 斜 め の 先 端 を 設 け 、 又
は そ の 他 の 先 細 の 形 状 に し 、 又 は そ う で な け れ ば 流 線 の 形 状 に し 、 気 管 食 道 に 末 端 効 果 器
２ ０ ２ を 導 入 し 、 後 退 さ せ る の を 容 易 に す る 。 更 に 、 ス リ ー ブ ３ ２ ０ は 柔 ら か く 、 低 摩 擦
で 、 滑 ら か な 材 料 、 例 え ば ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 ナ イ ロ ン 、 又 は シ
リ コ ン の よ う な 材 料 で 構 成 す る の が 好 適 で あ り 、 内 視 鏡 上 に 動 か す の を 助 け 、 人 体 が 損 傷
す る の を 防 止 す る 。 ス リ ー ブ ３ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ 上 に 結 合 し 、 機 械 組 立 体 ２ ９ ２ を
収 容 す る （ 図 １ ８ 参 照 ） 。 ス リ ー ブ ３ ２ ０ を 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ に 結 合 す る の を 容 易 に す る
た め 、 ス リ ー ブ ３ ２ ０ に ２ 個 の 孔 ３ ２ ２ 、 ３ ２ ４ を 設 け る の が 好 適 で あ り 、 第 １ 、 及 び 第
２ の ベ ル ク ラ ン ク ２ ９ ４ 、 ３ ０ ２ の た め の 枢 着 部 ２ ９ ６ 、 及 び ３ ０ ４ （ 図 １ ８ 参 照 ） に め
ね じ （ 図 １ ８ 参 照 ） を 設 け る の が 好 適 で あ る 。 ね じ ３ ２ ６ 、 ３ ２ ８ を 孔 ３ ２ ２ 、 ３ ２ ４ に
挿 入 し て 、 枢 着 部 ２ ９ ６ 、 ３ ０ ４ 内 に ね じ 込 み 、 ス リ ー ブ を ハ ウ ジ ン グ ２ ９ ０ に ロ ッ ク す
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ９ 、 及 び 図 ２ １ に お い て 、 一 実 施 例 に 従 っ て 、 ピ ス ト ル の グ リ ッ プ 部 の 形 の ハ ン ド ル
で あ る 基 端 操 作 ハ ン ド ル ２ ０ ４ は 固 定 ハ ン ド ル ３ ４ ０ と 、 こ の 固 定 ハ ン ド ル に 対 し 、 相 対
的 に 回 転 で き る レ バ ー ３ ４ ２ と を 有 す る 。 固 定 ハ ン ド ル ３ ４ ０ は ハ ウ ジ ン グ ３ ４ ４ に 一 体
で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ ４ は 縦 溝 孔 ３ ４ ６ を 画 成 し て い る 。 制 御 軸 ２ ０ ６ の 基 端 ３ ５ ６ を
ハ ウ ジ ン グ ３ ４ ４ 内 に 延 長 し 、 レ バ ー ３ ４ ２ の 上 部 に 結 合 す る 。 第 １ ベ ル ク ラ ン ク ２ ９ ４
を 通 じ て 、 末 端 ２ ９ ８ を ジ ョ ー ア ー ム ２ ２ ０ 、 ２ ２ ２ に 結 合 し た 第 １ 制 御 素 子 ２ ０ ８ は 基
端 ３ ５ ８ を 有 し 、 こ の 基 端 ３ ５ ８ は 制 御 軸 ２ ０ ６ の 基 端 ３ ５ ６ の 外 に 突 出 し て い て 、 ハ ウ
ジ ン グ ３ ４ ４ 内 の 第 ２ 取 付 け 部 ３ ６ ０ に 固 着 さ れ て い る 。 第 ２ ベ ル ク ラ ン ク ３ ０ ２ を 通 じ
て 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を ロ ッ ク し 、 釈 放 す る よ う に 作 動 す る 第 ２ 制 御 素 子 ２ １ ０ は 縦 溝 孔 ３
４ ６ 内 で 移 動 し 得 る ク ロ ス 棒 ３ ６ ４ に 結 合 さ れ た 基 端 ３ ６ ２ を 有 す る 。 ク ロ ス 棒 ３ ６ ４ は
ハ ウ ジ ン グ ３ ４ ４ の 外 側 に あ る ハ ン ド ル 部 ３ ６ ５ （ 図 ９ 参 照 ） を 有 す る 。 レ バ ー ３ ４ ２ は
第 １ ば ね ３ ５ ０ に よ っ て 開 放 位 置 に 押 圧 さ れ て お り 、 こ の レ バ ー ３ ４ ２ 上 の レ バ ー 取 付 け
部 ３ ５ ２ と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ ４ 内 の 第 １ 取 付 け 部 ３ ５ ４ と の 間 に 、 第 １ ば ね ３ ５ ０ は 結 合
さ れ て い る 。 ま た 、 レ バ ー ３ ４ ２ に ロ ッ ク シ ス テ ム ３ ６ ６ を 設 け 、 こ の ロ ッ ク シ ス テ ム は
、 ハ ン ド ル ３ ４ ０ に 対 し て 相 対 的 な レ バ ー の 位 置 を ロ ッ ク す る よ う に 作 用 す る 。 ロ ッ ク シ
ス テ ム ３ ６ ６ は レ バ ー 上 の 複 数 個 の 歯 ３ ６ ８ と 、 枢 着 部 ３ ７ ２ に 取 り 付 け ら れ て 、 第 ２ ば
ね ３ ７ ４ に よ っ て 歯 ３ ６ ８ の 方 に 押 圧 さ れ る 爪 ３ ７ ０ と 、 外 部 ノ ブ ３ ７ ８ （ 図 ９ 参 照 ） に
よ っ て 手 動 で 回 転 す る こ と が で き 、 回 転 し て 爪 ３ ７ ０ に 接 触 し 、 爪 を 歯 ３ ６ ８ か ら 離 脱 さ
せ る カ ム ３ ７ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 作 動 に 当 た り 、 ハ ン ド ル レ バ ー ３ ４ ２ を 固 定 ハ ン ド ル ３ ４ ０ に 向 け 回 転 し た 時 、 制 御 軸
２ ０ ６ を 第 １ 制 御 素 子 ２ ０ ８ に 対 し 、 相 対 的 に 末 端 方 向 に 、 即 ち 、 操 作 者 か ら 離 れ る よ う
に 動 か し 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 閉 じ る 。 ジ ョ ー が 閉 止 位 置 に あ る 場 合 、 第 ２ ベ ル ク ラ
ン ク ３ ０ ２ を 作 動 さ せ て （ 制 御 素 子 ２ １ ０ を 介 し て ） 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を ロ ッ ク し 、 ま た
、 釈 放 す る た め 、 ク ロ ス 棒 ３ ６ ４ を 固 定 ハ ン ド ル ３ ４ ０ に 対 し 、 相 対 的 に 末 端 方 向 に 動 か
す こ と が で き る 。 フ ァ ス ナ ー １ ０ を 釈 放 し た 後 、 カ ム ３ ７ ６ を 作 用 さ せ て 、 ハ ン ド ル ロ ッ
ク シ ス テ ム ３ ６ ６ を 釈 放 す る こ と が で き 、 ハ ン ド ル レ バ ー ３ ４ ２ を 固 定 ハ ン ド ル ３ ４ ０ に
対 し 、 相 対 的 に 回 転 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 ジ ョ ー を 再 び 開 く 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 機 器 ２ ０ ０ を 作 動 さ せ る よ う に 、 ハ ン ド ル ３ ４ ０ の ピ ス ト ル グ リ ッ プ の 実 施 例 を 示 し た
が 、 こ の よ う な ハ ン ド ル に は 顕 著 な 機 械 的 利 点 が あ る の で 、 こ の よ う な 望 ま し い 機 械 的 利
点 を 生 ず る イ ン ラ イ ン 形 ハ ン ド ル 、 又 は 他 の ハ ン ド ル を も 使 用 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 機 器 ２ ０ ０ は 一 般 に 、 ハ ン ド ル を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 末 端 効 果 器 を 指 向 さ せ る た め
の 大 き な 能 力 を 有 し 、 大 き な ト ル ク を 発 揮 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 機 器 ２ ０ ０ は 特 に そ
の 長 さ が 少 な く と も 約 １ ５ ０ ｃ ｍ 、 そ れ ど こ ろ か 、 １ ９ ０ ｃ ｍ 以 上 の 長 さ が あ り 、 捩 じ り
に 対 し 、 剛 強 な 可 撓 性 軸 を 有 す る 。 こ の ト ル ク 能 力 に よ っ て 、 約 １ ８ ０ ° に 過 ぎ な い 角 度
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が 好 適 な ハ ン ド ル の 回 転 を 通 じ て 、 末 端 効 果 器 組 立 体 ２ １ ２ を （ 目 標 の 組 織 に 向 け い く ら
で も 接 近 す る た め ） １ ８ ０ ° に わ た り 回 転 さ せ る 。 こ の こ と は 、 ハ ン ド ル ３ ４ ０ に 固 着 さ
れ て 、 回 転 す る 制 御 素 子 ２ ０ ８ に よ っ て 、 或 る 程 度 、 容 易 に な る 。 制 御 素 子 ２ ０ ８ は 直 径
が 比 較 的 大 き く 、 約 0.9 ｍ ｍ （ 0.035 イ ン チ ） の 不 銹 鋼 が 最 も 好 適 で あ る 。 約 0.5 ｍ ｍ （
0.020 イ ン チ ） と 1.6 ｍ ｍ （ 0.062 イ ン チ )と の 間 の 直 径 が 好 適 な 同 様 の 溝 の ワ イ ヤ も 適
切 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 一 実 施 例 に よ れ ば 、 胃 食 道 逆 流 疾 患 （ Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ ） に 関 し て 、 次 の よ う に
、 機 器 ２ ０ ０ を 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 図 ２ ２ に お い て 、 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ の ス リ ー ブ
３ ２ ０ を 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 末 端 上 に 摺 動 す る よ う に 結 合 し 、 末 端 効 果 器 を 内 視 鏡 上 に 、 基 端
側 に 、 即 ち 操 作 者 側 に 摺 動 さ せ る 。 次 に こ の 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 末 端 を 気 管 食 道 内 に 挿 入 し 、
食 道 を 通 し て 動 か し 、 好 適 に は 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 末 端 か ら 、 基 端 側 に 約 ２ ０ ｃ ｍ の 位 置 に 末
端 効 果 器 を 取 り 付 け た 状 態 で 、 機 器 ２ ０ ０ の を 胃 の 中 に 入 れ る 。 次 に 、 ハ ン ド ル ２ ０ ４ 、
及 び ／ 又 は 制 御 軸 ２ ０ ６ を 全 体 的 に 操 作 し て 、 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 末 端 上 に 、 末 端
効 果 器 ２ ０ ２ を 摺 動 さ せ て 、 ス リ ー ブ ３ ２ ０ の た め の 案 内 ワ イ ヤ と し て 機 能 す る 内 視 鏡 ４
０ ０ と 共 に 、 末 端 効 果 器 を 胃 の 中 に 入 れ る 。 場 合 に よ り 、 食 道 の 下 部 食 道 括 約 筋 （ Ｌ Ｅ Ｓ
） ４ ０ ２ の 方 に 振 り 向 い て 、 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ の 前 進 が 見 え る よ う に 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ を そ
り 返 る も の に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ ３ Ａ に お い て 、 内 視 鏡 上 の 末 端 効 果 器 を 患 者 の 身 体 に 挿 入 し （ そ し て 、 後 に 患 者 か
ら 、 末 端 効 果 器 を 後 退 さ せ ） て い る 間 、 こ の シ ス テ ム の 最 大 の 横 断 面 積 が 食 道 内 に 延 在 す
る こ と が 発 生 す る が 、 そ の 横 断 面 積 は ス リ ー ブ ３ ２ ０ の 区 域 と 、 ス リ ー ブ の 専 有 面 積 の 外
側 に 伸 び る ク レ ビ ス ２ ２ ４ の 部 分 と で あ っ て 、 現 存 す る 従 来 の 提 案 さ れ た い か な る 装 置 よ
り も 狭 い 約 １ ８ ８ ｍ ｍ 2  で あ る 。 食 道 内 で の こ の シ ス テ ム の ２ 番 目 に 大 き い 横 断 面 積 は フ
ァ ス ナ ー １ ０ が 装 填 さ れ た ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ の 位 置 で あ る 。 図 ２ ３ Ｂ に お い て 、 こ の
面 積 に は フ ァ ス ナ ー が 装 填 さ れ た ジ ョ ー 組 立 体 ２ １ ８ 、 制 御 軸 ２ ０ ６ 、 及 び 内 視 鏡 ４ ０ ０
の 専 有 面 積 で あ っ て 、 約 １ ７ ８ ｍ ｍ 2  で あ る 。 図 ２ ３ Ａ 、 及 び 図 ２ ３ Ｂ の 横 断 面 積 を 有 す
る シ ス テ ム の 部 分 は 患 者 の 身 体 に 末 端 効 果 器 を 挿 入 し 、 除 去 し て い る 間 だ け 、 食 道 内 に あ
る 。 図 ２ ４ に お い て 、 こ れ 以 外 の 、 全 て の 時 間 に 、 本 シ ス テ ム の 基 端 か ら 末 端 効 果 器 ま で
の 他 の 全 て の 部 分 に 沿 う 、 食 道 内 の シ ス テ ム の 横 断 面 積 は 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 横 断 面 積 （ ９ ｍ
ｍ 内 視 鏡 で 、 約 63.6ｍ ｍ 2  ） と 、 制 御 軸 ２ ０ ６ の 横 断 面 積 （ ４ ｍ ｍ 制 御 軸 で 、 約 12.6ｍ ｍ
2  ） と の 結 合 さ れ た 横 断 面 積 に ほ ぼ 限 定 さ れ 、 こ れ よ り 少 な く 、 即 ち 全 横 断 面 積 で 76.2ｍ
ｍ 2  、 又 は そ れ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 、 従 来 技 術 の 図 ２ ５ は こ の 明 細 書 の 背 景 技 術 で 説 明 し た Ｎ Ｄ Ｏ 装 置 の よ う
な １ ８ ｍ ｍ 直 径 （ ２ ５ ４ ｍ ｍ 2  ） を 有 す る 従 来 の 装 置 ９ ０ ０ に 相 当 し て い る 横 断 面 積 の 相
対 寸 法 を 示 し て い る 。 こ の 比 較 的 大 き な 面 積 は 操 作 の 手 順 を 行 う 期 間 を 通 じ て 、 食 道 を 詰
ま ら せ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ の 挿 入 中 、 内 視 鏡 が 湾 曲 し て 、 そ り 返 る と 、 末 端 効 果 器 の 胃 へ の 通 過
は 内 視 鏡 ４ ０ ０ で 見 な が ら 行 わ れ る 。 末 端 効 果 器 が 一 旦 、 胃 の 中 に 位 置 す る と 、 内 視 鏡 は
湾 曲 し て い た と す れ ば 、 真 っ 直 ぐ に な る の が 好 ま し く 、 末 端 効 果 器 は 内 視 鏡 か ら 離 れ て 、
末 端 側 に 動 き 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ と 、 機 器 ２ ０ ０ と は 完 全 に 分 離 す る 。 図 ２ ６ に お い て 、 次 に
、 内 視 鏡 ４ ０ ０ は 再 び 湾 曲 し 、 そ り 返 り 、 上 に 述 べ た よ う に 、 機 器 ハ ン ド ル ２ ０ ４ を 操 作
す れ ば 、 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ の ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 開 く 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ２ ７ に お い て 、 例 え ば 、 鉗 子 、 ヘ リ カ ル ニ ー ド ル 、 タ ッ ピ ン グ 装 置 の よ う な 組 織 把 持
機 器 ４ ０ ６ を 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 作 業 チ ャ ネ ル ４ ０ ８ を 通 じ て 、 挿 入 す る の が 好 適 で あ り 、 ひ
だ の 中 心 が 位 置 し て い る は ず の Ｌ Ｅ Ｓ （ 下 部 食 道 括 約 筋 ） に 隣 接 し て 胃 の 中 に １ ～ ３ セ ン
チ の 位 置 の 目 標 組 織 ４ １ ０ に 、 組 織 把 持 器 を 指 向 さ せ る 。 把 持 機 器 ４ ０ ６ は 組 織 ４ １ ０ に
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掛 合 し 、 機 器 ２ ０ ０ の 末 端 効 果 器 ２ ０ ２ の ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ 間 に 組 織 を 引 っ 張 る 。 更
に 、 機 器 ２ ０ ０ の ハ ン ド ル ２ ０ ４ 、 及 び ／ 又 は 制 御 軸 ２ ０ ６ を 全 体 と し て 、 戻 る よ う に 引
っ 張 り （ 即 ち 、 機 器 を 後 退 さ せ る 方 向 に 引 っ 張 り ） 、 食 道 に ほ ぼ 平 行 な 方 向 に 、 ジ ョ ー が
組 織 ４ １ ０ に 接 近 す る よ う に す る 。 こ れ は 内 視 鏡 の Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ 治 療 器 具 で は 、 今 ま で 達 成 で
き な か っ た 接 近 の た め の 望 ま し い 角 度 で あ る 。 即 ち 、 湾 曲 す る 、 即 ち そ り 返 る い か な る 装
置 も 弓 形 に 延 在 し な け れ ば な ら な い 。 湾 曲 し た 装 置 は 入 口 路 に 平 行 に な る こ と と 、 入 口 路
か ら 離 れ て 、 ２ ｃ ｍ 移 動 す る こ と の 両 方 が 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 基 端 操 作 ハ ン ド ル ２ ０ ４ を 操 作 し て 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 閉 じ る 。 ジ ョ ー の
移 動 中 、 組 織 ４ １ ０ の 中 心 点 は 組 織 把 持 機 器 ４ ０ ６ に よ っ て 、 ジ ョ ー の 間 の 固 定 位 置 に 、
保 持 さ れ る か ら 、 組 織 の ひ だ ４ １ ２ が ジ ョ ー に よ っ て 、 形 成 さ れ て い る と す れ ば 、 フ ァ ス
ナ ー １ ０ の お す 部 片 １ ２ と 、 め す 部 片 １ ４ と は 両 者 間 に ク ラ ン プ さ れ た ひ だ ４ １ ２ に 合 体
す る 。 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ が 組 織 の ひ だ ４ １ ２ の 周 り に 閉 じ た 時 、 フ ァ ス ナ ー の お す 部
片 １ ２ の 主 柱 ３ ２ 、 ３ ４ は 奨 膜 ま で 、 こ の 組 織 に 挿 通 す る の が 好 適 で あ り 、 め す ジ ョ ー ２
２ ８ の 挿 通 主 柱 ２ ５ ６ が 組 織 の 深 い 位 置 の 筋 に 挿 通 し 、 組 織 を 十 分 に 損 傷 さ せ 、 奨 膜 と 奨
膜 と を 接 触 さ せ る の が 好 適 で あ る 。 実 験 を 行 っ た 結 果 、 こ の 接 触 に よ っ て 、 治 療 後 、 組 織
の 癒 着 を 生 ず る 。 即 ち 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を 後 に 除 去 し て も 、 組 織 は 恒 久 的 に 再 構 成 さ れ る
こ と が わ か っ た 。 こ の よ う に し て 、 Ｌ Ｅ Ｓ の 周 り に 、 減 少 し た 整 合 性 の 帯 域 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ひ だ の 位 置 、 及 び 寸 法 、 及 び フ ァ ス ナ ー の 部 片 の 相 対 位 置 は 内 視 鏡 を 通 じ て 、 観 察 さ れ
る 。 更 に 、 基 端 操 作 ハ ン ド ル ２ ０ ４ の 制 御 に よ っ て 、 一 層 高 い 、 又 は 一 層 低 い ク ラ ン プ 圧
力 を ひ だ が 付 い た 組 織 に 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ２ ９ に お い て 、 ひ だ ４ １ ２ が 満 足 に 現 れ て い れ ば 、 そ こ で 、 上 述 し た よ う に 、 基 端 操
作 ハ ン ド ル ２ ０ ４ を 操 作 し 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ の お す 部 片 １ ２ 、 め す 部 片 １ ４ を ロ ッ ク し 、
結 合 さ れ た フ ァ ス ナ ー を ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ か ら 釈 放 す る 。 も し も 、 ひ だ 、 又 は フ ァ ス
ナ ー 位 置 が 満 足 で な け れ ば 、 ロ ッ ク 、 及 び 釈 放 の 前 に 、 ジ ョ ー を 開 く こ と が で き 、 必 要 な
ら ば 、 新 し い 方 向 を 与 え 、 他 の ひ だ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 フ ァ ス ナ ー を 加 え た 後 、 次 に ジ ョ ー を 閉 じ 、 内 視 鏡 を 真 っ 直 ぐ に し 、 内 視 鏡 の 末 端 上 に
、 末 端 効 果 器 を 再 結 合 さ せ る の が 好 適 で あ る 。 食 道 を 通 じ て 、 患 者 の 外 に 、 機 器 と 、 内 視
鏡 と を 共 に 引 き 出 す の が 好 適 で あ る 。 代 案 と し て 、 最 初 に 、 内 視 鏡 を 引 き 出 し 、 次 に 、 目
に 見 え る 状 態 が 好 適 で あ る が 、 機 器 を 引 き 出 す 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 移 植 の 手 順 の 間 に 、 又 は そ の 手 順 の 後 の 或 る 時 に 、 フ ァ ス ナ ー 、 又 は
フ ァ ス ナ ー の 部 片 の い ず れ か が 緩 ん だ 場 合 は 、 フ ァ ス ナ ー の 素 子 の 鋭 利 な 部 分 を 安 全 な 形
態 に な る よ う に す る か 、 又 は 恒 久 的 に 覆 う よ う に す る 。 従 っ て 、 フ ァ ス ナ ー 、 又 は そ の 部
片 を 患 者 の 胃 腸 系 を 通 じ て 、 安 全 に 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 手 順 を 行 っ て い る 間 、 内 視 鏡 か ら 機 器 を 取 り 外 す の が 好 適 で あ る が 、 内 視 鏡 に 結 合 し て
い る 間 に 、 機 器 を 操 作 す る の が よ い 。 即 ち 図 ３ ０ に お い て 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 開 く
こ と に よ っ て 、 ま た 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ に 沿 っ て 、 機 器 ２ ０ ０ を 単 に 後 退 さ せ る こ と に よ っ て
、 目 標 組 織 に 接 近 し 、 Ｌ Ｅ Ｓ の 周 り の 組 織 に 接 触 す る 。 上 述 し た よ う に 、 ジ ョ ー ２ ２ ６ 、
２ ２ ８ を 閉 じ 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を 加 え る 。 こ の 手 順 を 利 用 す る た め 、 機 器 の ス リ ー ブ ３ ２
０ を ジ ョ ー ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ に 対 し 、 相 対 的 に ず ら す べ き で あ り 、 こ れ に よ り 、 開 閉 す る 時
、 ジ ョ ー を 内 視 鏡 か ら 、 離 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ３ １ 、 及 び 図 ３ ２ に 、 本 発 明 に よ る 機 器 ２ ０ ０ の 末 端 効 果 器 ５ ０ ２ の 第 １ の 代 案 の 実
施 例 を 示 す 。 内 視 鏡 の 周 り に ス リ ー ブ を 結 合 す る の で な く 、 内 視 鏡 の 作 用 チ ャ ネ ル の 末 端
内 に 、 末 端 効 果 器 ５ ０ ２ を 結 合 し 得 る よ う に す る 。 こ の 目 的 の た め 、 末 端 効 果 器 ５ ０ ２ の
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ハ ウ ジ ン グ ５ ９ ０ に 、 上 方 に 位 置 す る の が 好 適 で あ る が 、 制 御 軸 ２ ０ ６ に 一 線 に 、 基 端 に
指 向 す る ペ グ ６ ２ ０ を 設 け る 。 こ の ペ グ ６ ２ ０ を 内 視 鏡 の 作 用 チ ャ ネ ル の 末 端 内 に 、 収 容
さ れ る 大 き さ に す る 。 更 に 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ９ ０ に 、 凹 形 表 面 ６ ２ ２ を 設 け 、 こ の 凹 形 表 面
６ ２ ２ に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ９ ０ と 、 内 視 鏡 と を 最 小 の 輪 郭 内 に 隣 接 さ せ 得 る よ う に す
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 使 用 に 当 た り 、 ペ グ ６ ２ ０ を 使 用 し て 、 末 端 効 果 器 を 内 視 鏡 の 末 端 に 連 結 し 、 制 御 軸 ２
０ ６ を 内 視 鏡 に 対 し て 、 保 持 し 、 結 合 を 維 持 す る 。 末 端 効 果 器 で の こ の シ ス テ ム の 横 断 面
積 （ 末 端 効 果 器 と 内 視 鏡 と は 互 い に 結 合 さ れ て い る ） は 約 １ ５ ０ ｍ ｍ 2  で あ る 。 内 視 鏡 を
末 端 効 果 器 に 密 接 嵌 着 し 、 ス リ ー ブ の 寸 法 を 無 い も の に す れ ば 、 こ の シ ス テ ム の 横 断 面 積
は ス リ ー ブ を 利 用 し て い る シ ス テ ム に よ っ て 画 成 さ れ る 横 断 面 積 よ り 小 さ い こ と に 注 意 す
べ き で あ る 。 次 に 、 末 端 に 、 末 端 効 果 器 ５ ０ ２ を 取 り 付 け た 内 視 鏡 を 患 者 の 胃 の 中 に 挿 入
す る 。 次 に 基 端 ハ ン ド ル ２ ０ ４ 、 及 び ／ 又 は 制 御 軸 ２ ０ ６ を 全 体 的 に 操 作 し て 、 末 端 効 果
器 を 外 す 。 そ の 後 、 上 述 し た よ う に す る の が 好 適 で あ る が 、 手 順 を 継 続 し 、 ひ だ と フ ァ ス
ナ ー と の 適 用 を 達 成 す る 。 次 に 、 機 器 と 内 視 鏡 と を 除 去 す る 前 に 、 末 端 効 果 器 ５ ０ ２ を 内
視 鏡 に 再 連 結 し 、 機 器 と 内 視 鏡 と を 患 者 か ら 引 き 出 す 。 代 案 と し て 、 内 視 鏡 と 機 器 と を 別
々 に 除 去 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 機 器 を 内 視 鏡 に 連 結 す る よ う に 示 し た が 、 機 器 を 内 視 鏡 か ら 常 に 外 し て い る よ う に 使 用
す る た め 、 機 器 を 変 更 し て も よ い 。 図 ３ ３ 、 及 び 図 ３ ４ に 、 代 わ り の 第 ２ 実 施 と し て の 機
器 ２ ０ ０ の 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ を 示 す 。 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ の ハ ウ ジ ン グ ７ ９ ０ に は 案 内 ワ イ
ヤ ８ ２ ４ を 収 容 す る 寸 法 の 縦 通 路 ８ ２ ２ を 画 成 し て い る 先 細 ノ ー ズ ピ ー ス ８ ２ ０ を 設 け る
。 こ の 案 内 ワ イ ヤ は １ ｍ ｍ 以 下 の 直 径 を 有 し て い て も よ い 。 ノ ー ズ ピ ー ス ８ ２ ０ は シ リ コ
ン の よ う な 非 常 に 可 撓 性 の 材 料 で 形 成 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ３ ５ を 参 照 し 、 好 適 な 使 用 方 法 に よ り 、 気 管 食 道 路 ４ １ ４ を 通 じ て 、 よ く 知 ら れ た 手
順 に よ り 、 胃 ４ １ ６ 内 に 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ を ま ず 挿 入 す る の が 好 適 で あ る 。 次 に 、 図 ３ ６ に
お い て 、 内 視 鏡 を 通 じ て 、 案 内 ワ イ ヤ ９ ２ ４ を 胃 の 中 に 前 進 さ せ る 。 次 に 、 図 ３ ７ に お い
て 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ を 案 内 ワ イ ヤ ８ ２ ４ か ら 、 引 き 出 す の が 好 適 で あ る 。 図 ３ ８ に お い て 、
次 に 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ を 案 内 ワ イ ヤ ９ ２ ４ 上 に 、 手 探 り で 前 進 さ せ 、 胃 ４ １ ６ 内 に 導 入
す る 。 先 細 ノ ー ズ ピ ー ス ８ ２ ０ と 、 シ ス テ ム の 比 較 的 小 さ な 先 端 の 横 断 面 積 に よ っ て 、 こ
の 導 入 は 容 易 に な る 。 図 ３ ９ に お い て 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ を 胃 ７ １ ６ 内 に 設 置 し た 後 、 案
内 ワ イ ヤ ８ ２ ４ を 胃 か ら 引 き 出 す の が 好 適 で あ る 。 次 に 、 図 ４ ０ 、 及 び 図 ４ １ に お い て 、
機 器 の 制 御 軸 に 平 行 し て 、 内 視 鏡 を 導 入 し 、 胃 の 中 に 前 進 さ せ 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ を 見 る
た め 、 湾 曲 さ せ 、 即 ち 、 そ り 返 ら せ る 。 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ の ジ ョ ー ７ ２ ６ 、 ７ ２ ８ も 開 い
て い て 、 ひ だ を 付 け る べ き 組 織 に 隣 接 さ せ る 。 図 ４ ２ に お い て 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ の 作 用 チ ャ
ネ ル を 通 じ て 、 組 織 把 持 装 置 ９ ２ ０ を 展 開 し 、 ひ だ を 折 る の が 望 ま し い 位 置 で 、 組 織 ９ １
０ に 掛 合 す る よ う に 、 組 織 把 持 機 器 ９ ２ ０ を 作 動 さ せ る 。 こ の 組 織 把 持 装 置 は 粘 膜 、 及 び
筋 層 （ 深 筋 ） に 貫 通 す る 挿 通 器 を 有 す る の が 好 適 で あ り 、 こ れ に よ り こ れ 等 の 層 を 合 体 保
持 し 、 層 間 剥 離 を 防 止 す る 。 図 ４ ３ に お い て 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ の ジ ョ ー を 閉 じ 、 掛 合 し
た 組 織 ９ １ ０ の 周 り に ひ だ ８ １ ２ を 形 成 し 、 こ の ひ だ は 食 道 に ほ ぼ 平 行 で あ る 。 こ の ひ だ
は 組 織 把 持 機 器 ９ ２ ０ に よ っ て 保 持 さ れ た 位 置 か ら 、 機 器 の ジ ョ ー の 端 部 ま で 延 び る 。 図
４ ４ に お い て 、 フ ァ ス ナ ー １ ０ を 展 開 し 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ の ジ ョ ー を 開 く 。 図 ４ ５ に お
い て 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ の ジ ョ ー を 閉 じ 、 内 視 鏡 ４ ０ ０ に よ っ て 、 見 え る 状 態 で 、 食 道 ４
１ ４ を 通 じ て 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ を 引 き 出 す 。 即 ち 、 末 端 効 果 器 ７ ０ ２ の 閉 じ た ジ ョ ー を
内 視 鏡 ４ ０ ０ の 末 端 に 直 接 位 置 さ せ る の が 好 適 で あ り 、 内 視 鏡 、 及 び 機 器 シ ス テ ム の 横 断
面 積 を 最 小 に す る と 共 に 、 食 道 を 通 じ て 、 末 端 効 果 器 を 後 退 さ せ て い る 間 、 末 端 効 果 器 を
常 に 見 得 る よ う に す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の 実 施 例 は 食 道 内 の シ ス テ ム の 横 断 面 積 を 最 小 に す る こ と が で き 、 こ れ は 、 （ １ ） 末
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端 効 果 器 の 面 積 を 限 定 す る か 、 又 は （ ２ ） 内 視 鏡 、 及 び 制 御 軸 の 面 積 を 限 定 す る か ら で あ
る 。 但 し 、 （ １ ） 、 及 び （ ２ ） を 同 時 に は 行 わ な い 。 図 ４ ６ に お い て 、 （ １ ） に 関 し 、 ジ
ョ ー 組 立 体 の 末 端 で 、 ク レ ビ ス ７ ９ ０ を 横 切 る 末 端 効 果 器 の 横 断 面 積 は 約 ７ ５ ｍ ｍ 2  で あ
る 。 ま た 、 （ １ ） に 関 し 、 ク レ ビ ス の 基 端 側 で 、 ジ ョ ー 組 立 体 ７ １ ８ を 横 切 る 末 端 効 果 器
の 横 断 面 積 は （ ジ ョ ー 組 立 体 が 閉 止 位 置 に あ っ て ） 約 １ １ ５ ｍ ｍ 2  （ ジ ョ ー 組 立 体 ７ １ ８
の 横 断 面 積 の 約 １ ０ ２ ｍ ｍ 2  と 、 ４ ｍ ｍ の 制 御 軸 の 横 断 面 積 の 12.6ｍ ｍ 2  と の 和 と し て 計
算 さ れ た ） で あ る 。 （ ２ ） に 関 し て は 、 ９ ｍ ｍ 内 視 鏡 の 63.6ｍ ｍ 2 と 、 ４ ｍ ｍ の 制 御 軸 の 1
2.6ｍ ｍ 2  と の 和 と し て 計 算 さ れ る 内 視 鏡 、 及 び 制 御 軸 の 合 計 の 横 断 面 積 は 76.2ｍ ｍ 2  で
あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 胃 と 食 道 の 逆 流 性 疾 病 、 即 ち 胃 食 道 逆 流 疾 患 （ Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ ） の 内 腔 治 療 の た め の フ ァ ス ナ
ー 、 機 器 、 シ ス テ ム 、 及 び 方 法 の 数 個 の 実 施 例 を 説 明 し 、 図 示 し た 。 本 発 明 の 特 定 の 実 施
例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ 等 の 実 施 例 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 更 を
加 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 機 器 、 及 び フ ァ ス ナ ー の 両 方 の 素 子 に つ い て 特 に 好 適 な 寸
法 、 及 び シ ス テ ム の 横 断 面 積 を 提 供 し た が 、 シ ス テ ム 、 及 び そ の 素 子 は 異 な る 相 対 寸 法 を
有 し て い て も よ い 。 例 え ば 、 も し 小 児 科 の 内 視 鏡 （ ４ ～ ６ ｍ ｍ ） を 使 用 す る な ら ば 、 こ の
横 断 面 積 を 一 層 、 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 「 ル ッ キ ン グ バ ッ ク （ 振 り 返 っ て 後 方
を 見 る ） 」 機 器 を 特 に 、 胃 食 道 逆 流 疾 患 を 治 療 す る よ う に 設 計 し た フ ァ ス ナ ー の 適 用 に 関
し 開 示 し た が 、 例 え ば 肥 満 症 、 潰 瘍 、 胃 癌 、 ｐ Ｈ 測 定 装 置 、 又 は ｐ Ｈ 監 視 装 置 の 移 植 、 栄
養 チ ュ ー ブ の 移 植 等 の そ の 他 の 状 態 を 処 置 す る た め 、 フ ァ ス ナ ー を 加 え る よ う に 、 同 様 の
ジ ョ ー 組 立 体 を 有 す る 「 フ ォ ワ ー ド ル ッ キ ン グ （ 前 方 を 見 る ） 」 真 っ 直 ぐ な 機 器 を 使 用 す
る こ と も で き る こ と は 明 ら か で あ る 。 更 に 、 真 っ 直 ぐ な 装 置 の 直 径 を 一 層 小 さ く す る こ と
が で き 、 内 視 鏡 の 作 用 チ ャ ネ ル を 通 じ て 操 作 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 特 許 請
求 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が で き る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
【 図 １ 】 フ ァ ス ナ ー の お す 部 材 と 、 め す 部 材 と を 整 合 す る が 、 ま だ ロ ッ ク し て い な い 形 態
で の ２ 部 片 か ら 成 る 組 織 フ ァ ス ナ ー の 底 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 お す 部 片 の 支 柱 を 直 立 さ せ た 形 態 で 示 す 、 図 １ の ２ 部 片 か ら 成 る フ ァ ス ナ ー の お
す 部 片 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 お す 部 片 の 支 柱 を 倒 し た 形 態 で 示 す 、 図 ２ と 同 様 の ２ 部 片 か ら 成 る お す 部 片 の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ と 同 一 の 形 態 の ２ 部 片 か ら 成 る 組 織 フ ァ ス ナ ー の 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 フ ァ ス ナ ー の め す 部 片 の 内 部 構 造 を 見 易 く す る た め 、 フ ァ ス ナ ー の め す 部 片 か ら
、 ラ ッ チ 体 を 取 り 外 し て 示 す 図 １ と 同 一 の ２ 部 片 か ら 成 る 組 織 フ ァ ス ナ ー の 底 面 側 か ら 見
た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 お す 部 片 と め す 部 片 と を ロ ッ ク し た 状 態 の ２ 部 片 か ら 成 る 組 織 フ ァ ス ナ ー の 底 部
か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 フ ァ ス ナ ー の め す 部 片 の 内 部 構 造 の 形 態 を 見 易 く す る た め 、 フ ァ ス ナ ー の め す 部
片 か ら ラ ッ チ 体 を 除 去 し 、 図 ６ と 同 一 の 形 態 の ２ 部 片 か ら 成 る 組 織 フ ァ ス ナ ー の 底 部 か ら
見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 フ ァ ス ナ ー の お す 部 片 の 代 わ り と な る 主 柱 、 及 び フ ァ ス ナ ー の め す 部 片 の 代 わ り
と な る 摺 動 組 立 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 末 端 効 果 器 内 に フ ァ ス ナ ー を 示 す 本 発 明 に よ る 内 腔 組 織 ひ だ フ ァ ス ナ ー ア プ リ ケ
ー タ の 一 部 を 切 除 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 末 端 効 果 器 内 に フ ァ ス ナ ー を 示 す 図 ９ の 機 器 の 末 端 の 側 端 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 め す ジ ョ ー 捩 じ り ば ね は 無 い が 、 末 端 効 果 器 の フ ァ ス ナ ー を 示 す 図 ９ の 機 器 の
末 端 の 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 簡 明 の た め 制 御 軸 を 除 去 し 、 フ ァ ス ナ ー は 無 い が 、 ジ ョ ー を 開 放 形 態 に 示 す 機
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器 の 末 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 フ ァ ス ナ ー を 示 す 図 １ ２ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 フ ァ ス ナ ー は 無 い が 、 閉 じ た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 制 御 軸 を 除 去 し
た 機 器 の 末 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 フ ァ ス ナ ー は 無 い が 、 閉 じ た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 制 御 軸 を 除 去 し
た 機 器 の 末 端 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 フ ァ ス ナ ー は 無 い が 、 開 い た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 制 御 軸 を 除 去 し
た 機 器 の 末 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 フ ァ ス ナ ー は 無 い が 、 閉 じ た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 制 御 軸 を 除 去 し
た 機 器 の 末 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 フ ァ ス ナ ー と 、 開 い た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 取 付 け ス リ ー ブ を 除 去
し 、 制 御 軸 を 有 す る 機 器 の 末 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 フ ァ ス ナ ー と 、 閉 じ た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 取 付 け ス リ ー ブ を 除 去
し 、 制 御 軸 を 有 す る 機 器 の 末 端 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 フ ァ ス ナ ー と 、 閉 じ た 形 態 の ジ ョ ー を 示 し 、 簡 明 の た め 取 付 け ス リ ー ブ を 除 去
し 、 制 御 軸 を 有 す る 機 器 の 末 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 機 器 の 基 端 操 作 ハ ン ド ル の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 胃 の 中 に 挿 入 中 の 内 視 鏡 に 連 結 さ れ た 本 発 明 の 機 器 を 示 す 。
【 図 ２ ３ Ａ 】 機 器 の 末 端 効 果 器 の 一 部 の 図 ９ の ２ ３ Ａ － ２ ３ Ａ 線 上 の 横 断 面 の 線 図 的 端 面
図 で あ る 。
【 図 ２ ３ Ｂ 】 機 器 の 末 端 効 果 器 の 一 部 の 図 ９ の ２ ３ Ｂ － ２ ３ Ｂ 線 上 の 横 断 面 の 線 図 的 端 面
で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 内 視 鏡 と 制 御 軸 と の 断 面 の 線 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 従 来 の 装 置 の 横 断 面 の 線 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 ジ ョ ー を 開 放 位 置 に 示 し 、 内 視 鏡 か ら 分 離 し た 機 器 を 示 す 。
【 図 ２ ７ 】 内 視 鏡 を 通 じ て 前 進 し 、 ひ だ を 作 る の が 望 ま し い 位 置 で 目 標 組 織 に 掛 合 し て い
る 把 持 機 器 を 付 加 的 に 示 す 図 ２ ６ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 フ ァ ス ナ ー が ロ ッ ク さ れ た 形 態 で 、 目 標 組 織 に ひ だ を 付 け る 機 器 の ジ ョ ー を 示
す 。
【 図 ２ ９ 】 ひ だ が 付 い た 組 織 を 保 持 す る フ ァ ス ナ ー と 、 開 放 位 置 に あ る 機 器 の ジ ョ ー と を
示 す 。
【 図 ３ ０ 】 内 視 鏡 に 連 結 さ れ て 末 端 効 果 器 が 作 動 し て い る 手 順 の 代 案 の 実 施 例 を 示 す 。
【 図 ３ １ 】 内 視 鏡 の 作 用 チ ャ ネ ル の 末 端 開 口 内 に 連 結 さ れ る 末 端 効 果 器 の 第 ２ 実 施 例 の 側
面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ １ に 示 す 末 端 効 果 器 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 案 内 ワ イ ヤ 上 を 前 進 す る よ う に し た 末 端 効 果 器 の 第 ３ 実 施 例 の 側 方 か ら 見 た 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ３ ３ に 示 す 末 端 効 果 器 の 第 ３ 実 施 例 の 後 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 末 端 効 果 器 を 案 内 ワ イ ヤ 上 に 前 進 さ せ 、 内 視 鏡 に よ っ て 見 え る 状 態 で 操 作 す る
手 順 の 第 ２ 実 施 例 で あ っ て 、 食 道 内 に 内 視 鏡 を 前 進 さ せ て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ ６ 】 図 ３ ５ の 状 態 か ら 進 ん で 、 案 内 ワ イ ヤ を 内 視 鏡 か ら 胃 の 中 に 前 進 さ せ て い る 状
態 を 示 す 。
【 図 ３ ７ 】 更 に 、 案 内 ワ イ ヤ 上 に 内 視 鏡 を 後 退 さ せ て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ ８ 】 末 端 効 果 器 を 案 内 ワ イ ヤ 上 に 前 進 さ せ 、 胃 の 中 に 導 入 し て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ ９ 】 末 端 効 果 器 を 胃 の 中 に 設 置 し 、 胃 か ら 案 内 ワ イ ヤ を 後 退 さ せ て い る 状 態 を 示 す
。
【 図 ４ ０ 】 内 視 鏡 を 機 器 の 制 御 軸 に 沿 っ て 、 再 び 前 進 さ せ 、 内 視 鏡 を そ り 返 さ せ て 末 端 効
果 器 を 見 え る よ う に し て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ １ 】 図 ４ ０ の 状 態 か ら 末 端 効 果 器 の ジ ョ ー を 開 い て 、 組 織 に 接 近 す る 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ ２ 】 組 織 把 持 装 置 を 展 開 し て い る 状 態 を 示 す 。
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【 図 ４ ３ 】 末 端 効 果 器 の ジ ョ ー を 閉 じ 、 掛 合 し た 組 織 の 周 り に ひ だ を 形 成 す る 状 態 を 示 す
。
【 図 ４ ４ 】 フ ァ ス ナ ー を 展 開 し 、 末 端 効 果 器 の ジ ョ ー を 開 い た 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ ５ 】 末 端 効 果 器 の ジ ョ ー を 閉 じ 、 食 道 を 通 じ て 、 末 端 効 果 器 を 後 退 さ せ る 状 態 を 示
す 。
【 図 ４ ６ 】 図 ３ ３ の ４ ６ － ４ ６ 線 上 の 横 断 面 を 線 図 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 図 ３ ３ の ４ ７ － ４ ７ 線 上 の 横 断 面 を 線 図 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ４ ６ 】 【 図 ４ ７ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】
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【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

手术器械具有远端执行器，其具有U形夹，可在打开位置和闭合位置之间
相互旋转的第一钳口，以及第二钳口。这些钳口指向近端，即操作者，
并且相对于该仪器的控制轴的纵向轴线横向移动。这些钳口中的每一个
分别保持第一件和第二件紧固件。第一部件具有带有直立组织插入主柱
的基部，第二部件具有另一个基部，该基部限定用于容纳组织插入主柱
的孔并且相对于第二基部可相对移动如图1所示。当竖直主柱插入孔中
时，可移动部分可以移动到第二结构，其中紧固件被结合并锁定。该装
置适于将第二部件移动到第二配置中。还提供了使用该装置和紧固件的
方法。
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